本製品や添付のソフトウエアの特長、導入の際に知っておいていただきたい事柄について説明します。ま 
た、セットアップの際の手順を説明しています。ここで説明する内容をよく読んで、正しくセットアップ 
してください。 


特長 (—2 ページ) 


導入にあたって (—8 ページ) 


お客様登録 (—13 ページ) 


セツトアップを始める前に (—14 ぺージ) 


Windows Server 2003のセツトアップ (—16 ぺージ) 


Windows 2000のセツトアップ(->42ページ) 


本製品の特長や添付(または別売品)のソフトウェ 
ア、および各種オプションとソフトウェアの組み 
合わせによって実現できるシステム管理のための 
機能について説明しています。 

，.本製品をご利用されるシステムを構築する際に 
知っておいていただきたい事柄や、参考となるア 
ドパイスが記載されています。 

■.お客様登録の方法について説明しています。 
Express 5800シリーズ製品に関するさまざまな 
情報を入手できます。ぜひ登録してください。 

，.セットアップの順序を説明します。お使いになる 
オペレーティングシステムや購入時の本体によっ 
てもセットアップの方法は異なります。 

..Windows Server 2003で運用する場合のシステ 
ムのセットアップの方法について説明していま 
す。 

..Windows 2000で運用する場合のシステムの 
セツトアップの方法について説明しています。 
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特長 

お買い求めになられた本製品の特長を次に示します。 



性能 


• Intel® Pentium® 4 Processor(2AGHz または 
2.6GHz) 搭載 

• 高速 100巳 ASE-TX/10BASE-T インタフエース 
(100Mbps/10Mbps 対応） 

• 高速ディスクアクセス 




信頼性 


極長性 


メモリ監視機能 （1 ビットエラー訂正/2ビットエラー 
検出） 

メモリ縮退機能(障害を起こしたデバイスの論理的な 
切り離し） 

パスパリティエラー検出 
温度検知 
異常検知 

内蔵ファン回転監視機能 

内部電圧監視機能 

BIOS パスワード機能 

ディスクアレイ（オプションにてサポート） 


• PCI パス （1 スロット） 

• 最大 3 GB の大容量メモリ 

• LAN ポートを2ポート標準装備 

• USB 対応 


ぐに使える 

• Microsoft® Windows Server™ 2003日本語版 
または Microsoft® Windows® 2000日本語版イン 
ストール済み（ビルド • トゥ • オーダーの場合） 


理機能 

• ESMPR 〇シリーズ 

• MWA (Management Workstation Application) 

• ディスクアレイユーティリティ 

■スペ-ス _ 

• 高さ 1 U (約 44mm) のラックマウント/卓上共用タイプ 
•スリム CD-ROM ドライプ/フロッピーディスクドライプ 


富な機能搭載 

• El Torito Bootable CD-ROM(no emulation 
mode) フォーマッ トをサポ _ 卜 

• POWER スイッチマスク 
• ソフトウエア Power Off 
• リモートパワーオン機能 

• AC-LINK 機能 

• コンソールレス機能 


@守機能 


m 己診断機能 


• オフライン保守ユーティリティ 
• DUMP スイッチによるメモリダンプ機能 


• Power On Self-Test (POST) 

• システム診断ユーティリティ 


電力機能 

スリープ機能 


利なセットアップユーティリティ 

• EXPRESSBUILDER (システムセッ ト アップユーティ リ ティ） 

• ExpressPicnic (セ、 ソ トア 、ソプ パラメータ FD 作成ユーティリティ） 

• SETUP(BIOS セ'ソトアップユーティリティ） 
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本装置は、高い信頼性を確保するためのさまざまな機能を提供しています。 

本体に添付されている ESMPRO などのソフトウエアが提供する監視機能との連携により、 
システムの障害を未然に防止、または早期に復旧することができます。 

また、停電などの電源障害からサーパを守る無停電電源装置、万一のデータ損失に備えるた 
めのパックアップ装置などといった各種オプション製品により、さらなる信頼性を確保する 
ことができます。 

各機能はそれぞれ以下のハードウェア、およぴソフトウエアにより実現しています。 


管理分野 

必要な八ードウエア 

必要なソフトウェア 

サーバ 管理 

サーバ本体機能 

ESMPRO/ServerManager 
ESMPRO/Server Agent 

MWA (Management Worksta¬ 
tion Application) 

ストレージ管理 
• ディスク管理 

• パックアップ管理 

ディスクミラーリングコントローラ* 

DAT/DLT/AIT など* 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 、 

FastCheck 

Windows 標準パックアップツー 
ル 

ARCserve for Windows NT* 
BackupExec *、 NetBackup* 

電源管理 

無停電電源装置 (UPS)* 

ESMPRO/UPSController* 
PowerChute p/us* 

(注）無停電電源装置により、使 
用するソフトウェアが異な 
ります。 

ネットワーク管理 

100 BASE-TX 接続ボードなど* 

WebSAM/Netvisor* 


* オプション製品。 


サーバ管理 

本装置はシステムボード上に標準でリソース監視チップを搭載しており、サーパに内蔵され 
ている以下の各種リソースを監視します。これらのハードウェア機能と管理用ソフトウェア 
「ESMPRO/ServerManager」、「ESMPRO/ServerAgent」 が連携し、サーパの稼動状況な 
どを監視するとともに万一の障害発生時にはただちに管理者へ通報します。 
ESMPRO/ServerAgent をインストールした場合、データピューアの項目ごとの機能可否は 
次ページの表のとおりです。 


導入編 
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機能名 

可否 

機能概要 

ハードウエア 


〇 

ハードウェアの物理的な情報の表示。 


メモリパンク 

〇 

メモリの物理的な情報の表示。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報の表示。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報の表示。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視。 

メモリの論理情報参照や状態監視。 

I/O デパイス 

〇 

l /〇デバイス(フ□ツピーディスクドライプ、シリアルポート、 

パラレルポート、キーボード、マウス、ビデオ)の情報の参照。 

システム環境 


△ 

温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する機能。 


温度 

〇 

筐体内部の温度監視。 


フアン 

〇 

ファンの監視。 


電圧 

〇 

筐体内部の電圧の監視。 


電源 

〇 

電源ユニツトの監視。 


ドア 

X 

Chassis Intrusion (筐体のカパー/ドアの開閉）の監視。 

ソフトウェア 

〇 

サービス、ドライパ、〇 S の情報の参照。 

ネットヮーク 

〇 

ネツトワーク (LAN) に関する情報参照やバケツトの監視。 

拡張パスデバイス 

〇 

拡張ノ Xスデノ《イスの情報の参照。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報の参照。 

□一カルポーリング 

〇 

エージェントが取得する任意の MIB 項目の値の監視。 

ストレージ 

〇 

ハードディスクなどのストレージデパイスやコント□—ラの監 
視。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使用率の監視など。 

ディスクアレイ 

〇 

LSI Logic Corporation 社製ディスクアレイシステムの監視。 

その他 

〇 

Watch Dog Timer による OS ス1ルの監視 〇 

〇:サポート 

△:一部サポート x：^ 

サボート 


また、 MWA(Management Workstation Application) により、サーバ上でオペレーティン 
グシステムが稼動していない状態でのリモート操作/保守を管理 PC から行ったり、リモート 
パワーオン機能により、ネットワーク上の PC からリモートで本体の電源を〇 N にしたりする 
ことができます。 

ESMPRO / ServerManager 、 および ESMPRO / ServerAgent、MWA (Management 
Workstation Application ) は、本体に標準添付されています。各ソフトウェアのインストー 
- ル方法や使用方法は、各ソフトウェアの説明を参照してください。 
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ストレージ管理 

大容量のストレージデパイスを管理するために次の点について留意しておきましょう。 

ディスク管理 

八ードディスクの耐陣害性を高めることは、直接的にシステム全体の信頼性を高めることに 
つながると言えます。オプシヨンのディスクミラーリングコント□—ラを使用することによ 
り、ディスクドライブをグループ化して冗長性を高め、データの損失を防ぐことができま 
す。 

ディスクミラーリングコントローラは、本体に内蔵のハードディスク （ IDE ) をディスクアレ 
イにするための PCI ポードです。 

ディスクアレイの RAIDO 、 1の各 RAID レベルをサポートしています。 

ディスクミラーリングコントローラの制御や各種設定はコント□—ラに搭載されているコン 
フィグレーシヨンユーティリティ 「 FastBuild 」 を使用します。詳しくは、ディスクミラーリ 
ングコントローラに添付の説明書を参照してください。 

運用中の管理.保守は Windows ペースのユーティリティ 「 FastCheck 」 を使用します。使用 
方法については、「ソフトウェア編」またはオンラインドキュメントを参照してください。 

このソフトウェアは、ディスクミラーリングコント□—ラの管理.監視をするとともに、 
ESMPRO / ServerManager や ESMPRO / ServerAgent との連携により、デイスクアレイの 
状況をトータルに監視し、障害の早期発見や予防措置を行い、ハードディスクの障害に対し 
て迅速に対処することができます。 

ディスクアレイの設定は、セットアップツール「シームレスセットアップ」でも設定できま 
す。より詳細な設定をするときに、ボードのチップに搭載されている 「 FastBuild 」 を使用し 
てください。 

■I； FastCheck や ESMPRO/ServerManager、ESMPRO/ServerAgent、 は、本体に標準で添付 
rtvn されてぃます。ソフトウェアのインストール方法や使用方法は、各ソフトウェアの説明を参 
- 照してくださぃ。 


導入編 
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パックアップ管理 

定期的なパックアップは、不意のサーバのダウンに備える最も基本的な対応です。 

DAT 装置や DLT 装置と各種ソフトウヱアを使って定期的にパックアップをとってください。 
容量や転送スピード、パックアップスケジュールの設定など、ご使用になる環境に合わせて 
利用してください。 

パックアップデパイスと接続するためにはオプシヨンの SCSI コント□ーラボードが必要で 
す。 


アプリケーション名 

説明 

NTBackup(OS 標準） 

Windows 標準のパックアップツール0 

単体ノ \ヽソクアップ装置に単純なパックアップを行うときに使用。 

ARCserve 

(コンピュータ • アソシエイツ社） 

国内で最もポピュラーな PC サーバのパックアップツール。 
スケジュール運用が可能で、集合パックアップ装置， DB オンラ 
インパックアップなどに対応可能。 

BackupExec (ベリタス社） 

米国で最もポピュラーな PC サーバのパックアップツール。 
NTBackup と同ーテープフォーマットを使用。 

スケジュール運用が‘可能で、集合パックアップ装置， DB オンラ 
インパックアップなどに対応可能。 

NetBackup (ペリタス社） 

異種プラットフォーム環境で統合的な制御/管理を実現した、 
BackupExec の上位パックアップツール。基幹業務など大規模シ 
ステムまで対応。オープンファイルパックアップ、 Disaster 
Recovery を標準サボート。 DB オンラインパックアップなどに対 
応可能0 


?3プ y> 保® E) SSM へ*プ砂 

mtf -ド I )\myj I jlfCTOISStMl ス》511'•ル5%フ I 

パ!！! J7sd ユラィ 1 斤ィ ffllMKH 1 ® 閩始 

なザ - ドモ-ド ブ tnsbsasfewnwamtfw* す， 

I ~ J7-| バ，例フり个ド@»@> 

JW75 フ ド CV フ MJiWrOWJWWTWtSWSCitlW* す。 

...I BBKMf- ド <3M»B> 

板ゥ ftt'n；, デ'{^'咖辦版 W* も 

,,I 自 ib システム回!] 

131 csr WS(«ir- KJ, 2 y^VAn^iVJTSUSAvVT^IttfMjM. I Dlt 
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NTBackup 




BackupExec 


NetBackup 
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電源管理 

商用電源のトラプルは、システムを停止させる大きな原因のひとつです。 

停電や瞬断に加え、電圧低下、過負荷配電、電力設備の故障などがシステムダウンの要因と 
なる場合があります。 

無停電電源装置 (UPS) は、停電や瞬断で通常使用している商用電源の電圧が低下し始める 
と、自動的にパッテリから電源を供給し、システムの停止を防ぎます。システム管理者は、 
その間にファイルの保存など、必要な処理を行ろことができます。さらに電圧や電流の変動 
を抑え、電源ユニットの寿命を延ばして平均故障間隔 (MTBF) の延長にも貢献します。ま 
た、スケジュールなどによる本装置の自動 • 無人運転を実現することもできます。 

本製品では、 NEC 社製多機能 UPS(l-UPSPro) と、 APC 社製 Smart-UPS の2種類の無停電電 
源装置を提供しており、それぞれ ESMPRO/UPSController、PowerChute p/us で管理•制 
御します。 


ネットワーク管理 

ESMPRO/ServerManager、ESMPRO/ServerAgent を使用することにより、本体に内蔵 
されている LAN 力ードの陣害や、回線の負荷率等を監視することができます。 

また、別売の ESMPRO/Netvisor を利用することにより、ネットワーク全体の管理を行うこ 
とができます。 


導入編 
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導入にあたつて 

本装置を導入するにあたって重要なポイントについて説明します。 

システム構築のポイント 

実際にセツトアップを始める前に、以下の点を考慮してシステムを構築してください。 


運用方法の検討 

「特長」での説明のとおり、本装置は運用管理 • 信頼性に関する多くのハードウェア機能を持 
ち、用途に応じてさまざまなソフトウェアが添付されています。 

システムのライフサイクルの様々な局面において、「各ハードウェア機能および添付ソフト 
ウェアのどれを使用して、どのような運用するか？」などを検討し、それに合わせて必要な 
ハードウエアおよぴソフトウエアのインスIル/設定を行ってください。 


稼動状況. P 章害の監視、および保守 

本体に標準添付の 「ESMPRO/ServerManager」、「ESMPRO/ServerAgent」 を利用するこ 
とにより、リモートからサーバの稼動状況や障害の監視を行い、障害を事前に防ぐことや万 
一の場合に迅速に対応することができます。 

運用の際は、 「ESMPRO/ServerManager」、 「ESMPRO/Se「verAgent」を利用して、万一 
の トラ プルからシステムを守るよう心がけてください。 



なお、本装置に障害が発生した際に、 NEC フィールディング(株)がアラート通報を受信して 
保守を行う「エクスプレス通報サービス」を利用すれば、低コストで Express 5800シリーズの 
障害監視 • 保守を行うことができます。 

「エクスプレス通報サービス」を利用することもご検討ください。 
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システムの構築 • 運用にあたっての留意点 

システムを構築 • 運用する前に、次の点について確認してください。 


出荷時の状態を確認しましよう 

本製品を導入する前に、出荷時の状態を確認しておいてください。 

• システムやオペレーティングシステムのインス I 'ール状態について 


注文により出荷時の状態に次の2種類があります。 


出荷時のモデル 

説明 

カスタムインストール 

ビルド-トゥ-才ーダーにて Windows Server 2003 または 
Windows 2000 インストールを指定された場合。 

未インス 1 ル 

ディスクレスモデルを購入され、ビルド•トゥ•オーダーによ 
る〇 S のインストールを希望されなかった場合。 


出荷時のオペレーティンヴシステムのインストール状態により、必要なセットアップ作 
業が異なります。14ページの説明に従ってセットアップを行ってください。 

• パーティション構成について 

本装置では、セットアップすると1台目のディスクの先頭に保守用の領域(保守用パー 
テイシヨン）が自動的に作成されます。 



保守ユーティリティが格納されています。また、 EXPRESSBUILDER でのセット 
アップ時に作業領域としても利用されます。オペレーティンヴシステムが6 
「EISA 領域」または 「MAINTE P」 の FAT パーティションとして認識されます。 


導入編 
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セットアップの手順を確認しましょう 

システムを構築するにあたり、「セットアップ」は必要不可欠なポイントです。 

セットアップを始める前にセットアップをどのような順序で進めるべきか十分に検討してく 
ださい。 

必要のない手順を含めたり、必要な手順を省いたりすると、システムの構築スケジュールを 
狂わせるばかりでなく、本装置が提供するシステム全体の安定した運用と機能を十分に発揮 
できなくなります。 

1 . 運用方針と障害対策の検討 

ハードウエアが提供する機能や採用するオペレーティングシステムによって運用方針や 
セキュリティ、障害への対策方法が異なります。 

「特長 (2 ページ)」に示す本装置が提供する機能を十分に利用したシステムを構築できるよ 
う検討してください。 

また、システムの構築にあたり、ご契約の保守サービス会社および弊社営業担当にご相 
談されることもひとつの手だてです。 

2. 八ードウエアのセットアップ 

本体の電源を ON にできるまでのセットアップを確実に行います。この後の「システムの 
セットアップ」を始めるために運用時と同じ状態にセットアップしてください。詳しく 
は、14ページに示す手順に従ってください。 

ハードウ I アのセットアップには、オプションの取り付けや設置、周辺機器の接続に加 
えて、内部的なパラメータのセットアップも含まれます。ご使用になる環境に合わせた 
パラメータの設定はオペレーティングシステムや管理用ソフトウエアと連携した機能を 
利用するために大切な手順のひとつです。 

3. システムのセットアップ 

オプションの取り付けや BIOS の設定といったハードウエアのセットアップが終わった 
ら、ハードディスクのパーティションの設定やディスクアレイの設定、オペレーティン 
グシステムや管理用ソフトウエアのインストールに進みます。 

く初めてのセットアップの場合> 

初めてのセットアップでは、お客様が注文の際に指定されたインストールの状態に 
よってセットアップの方法が異なります。 

「カスタムインス I ル」を指定して購入された場合は、本体の電源を ON にすれぱ自 
動的にセットアップが始まります。セットアップの途中で表示される画面のメッセー 
ジに従って必要事項を入力していけばセットアップは完了します。 

「未インストール」にて購入された場合は、添付の 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM が 
提供する自動セットアップユーティリティ「シームレスセットアップ」を使用します。 
シームレスセットアップでは、はじめにセットアップに必要な情報を選択 • 入力する 
だけであとの作業はシームレス（切れ目なく）で自動的に行われます。 




< 未インストールのセツトアップ•再セツトアツプの場合> 


シームレスセットアップを使用してください。煩雑な作業をシームレスセットアップ 
が代わって行ってくれます。 

本装置がサポートしている 0 S は次のとおりです。 

• Microsoft ® Windows Server ™ 2003 Standard Edition 日本語版（以降、 
「Windows Server 2003」と呼ノ 50 

• Microsoft ® Windows ® 2000 Server 日本語版(以降 、 「Windows 2000」と呼ぶ） 

その他の OS をインストールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお 
問い合わせください。 

「Windows Server 2003」または 「Windows 2000」では、ディスクアレイの設定から管 
理用ソフトウェアのインス I ルまでの作業をシームレスセットアップが行います。 

本装置固有のセットアップは ( OS を除く）、シームレスセットアップが代わりに行ってく 
れます。セットアップでは、シームレスセットアップを利用することをお勧めします。 

4. 障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときにすぐに原因の見極めや解決ができるよろ障害処理のためのセット 
アップをしてください 。 Windows Server 2003または Windows 2000に関しては、本 
書で説明しています。 

5. 管理用ソフトウェアのインス!-ールとセットアップ 

出荷時にインストール済みの管理用ソフトウェアや、シームレスセットアップやマニュ 
アルでインストールしたソフトウェアをお使いになる環境にあった状態にセットアップ 
します。また、本装置と同じネットヮーク上にある管理 PC にインストールし、本装置を 
管理 • 監視できるソフトウェアもあります。併せてインストールしてください。なお、 
ご使用を開始する前に使用する環境にあわせた設定が必要にな場合があります。詳しく 
は r ソフトウエア編」をご覧ください。 


各運用管理機能を利用するにあたって 

本装置で障害監視などの運用管理を行うには、標準添付の ESMPRO / ServerAgent 、 
ESMPRO / ServerManager 、 または別売の同ソフトウェアが必要となります。この後で説明 
するセットアップ手順、またはソフトウェアの説明書(別売の場合)に従って各ソフトウェア 
のインス I ル、および必要な設定を行ってください。 

各運用管理機能を利用する際には、以下の点にご注意ください。 

サーバ管理機能を利用するにあたって 

本体の各コンポーネント （ CPU / メモリ/デイスク）の使用状況の監視やオペレーテインヴシス 
テムのストール監視など、監視項目によっては ESMPRO / ServerManager 、 ESMPR 0/ 
Server Agent でしきい値などの設定が必要になります。詳細は、各ソフトウェアに関する説 
明やオンラインヘルプなどを参照してください。 


導入編 




ストレージ管理機能を利用するにあたって 

• ディスクミラーリングコントローラを使用する場合 

ESMPRO / ServerAgent に加えて FastCheck をインストールしておく必要があります。 
「ソフトウェア編」の 「 FastCheck 」 の説明に従ってインストールやセットアップをしてく 
ださい。 

• バックアップファイルシステムを使用する場合 

DAT 装置を使用する場合は、ウリーニングテープを使って定期的にへッドを清掃するよ 
う心がけて<ださい。ヘッドの汚れはデータの読み書き エラー の原因となり、データを 
正しくパックアップ/リストアできなくなります。テープドライブやテープの状態を監視 
する「テープ監視ツール」を使用することをお勧めします。テープ監視ツールについては 
「ソフトウェア編」を参照してください。 

電源管理機能を利用するにあたって 

• 無停電電源装置 （ UPS ) を利用するには、専用の制御用ソフトウェア （ ESMPRO / 
UPSController , PowerChute p / us ) または、オペレーティングシステム標準の UPS サー 
ビスのセットアップが必要です。 

• 無停電電源装置 ( UPS ) を利用する場合、自動運転や停電回復時のサーバの自動起動など 
を行うには BIOS の設定が必要となる場合があります。「システム BIOS のセットアップ 
(126 ぺージ)」を参照して、 「 Server 」 メニューにある 「AC LINK 」 の設定をご使用になる環 
境に合った設定に変更してください。 



お客様登録 

NEC では、製品ご購入のお客様に 「Club Express 会員」への登録をご案内しております。添付の「お客様登 
録申込書」に必要事項をご記入の上、エクスプレス受付センターまでご返送いただくか、または Club 
Express のインター•ネツトホームページ 

http://club.express.nec.co.jp/ 

にてご登録ください。 



「Club Express 会員」のみなさまには、ご希望により Express 5800シリーズをご利用になる上で役立つ情 
報サービスを、無料で提供させていただきます。サービスの詳細は Club Express のインターネットホーム 
ページにて紹介しております。ぜひ、ご覧ください。 


導入編 
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セットアップを始める前に 


セットアップの順序と参照するページを説明します。セットアップはハードウエアが6始めます。 

两-〇 ビルド • トウ • オーダに て Windows 
Server 2003 または Windows 2000 の 
インストールを指定した場合は、本体に 
Windows のプ□ダクトキーが記載された 
ID ラベルが貼りつけられています。 

0 S のセットアップや再インストール時に必要な情報です。剥がしたり汚したりしないよう 
注意してください。もし剥がれたり汚れたりして見えなくなった場合はお買い求めの販売店 
または保守サービス会社に連絡してください。あらかじめプ□ダクトキーをメモし、他の添 
付品といっしよにメモを保管されることをお勧めします。 


Product Key: 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

11111111111111111111111111111111 

〇〇〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇 


八ードウエアのセツトアツ 


次の順序でハードウエアをセットアップします。 

1. 別途購入したオプションを取り付ける（—101ぺージ)。 

2. 卓上に設置する場合は、最も適した場所に設置する （—75 ページ)。 

ラックに取り付ける場合は、本体の底面をしっかり持ってラックに取り付ける （—77 ページ)。 

3. ディスプレイ装置やマウス、キーボードなどの周辺装置を本体に接続する （—88 ページ)。 

4. ハードウエアの構成やシステムの用途に応じて BIOS の設定を変更する。 

128ページを参照してください。 

^ BIOS のパラメータで時刻や日付が正しく設定されていることを必ず確認してください。 

ぼエック I 
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システムのセツトアツ 



ハードウエアのセットアップを完了したら、お使いになるオペレーティングシステムに合わ 
せて後述の説明を参照してください。再インストールの際にも参照してください。 




障害処理のためのセツトア 1 . 

Windows Server 2003 

ノブ 

31ページ 

Windows 2000 

57ページ 


システム情報のパック 

37 - 63 

アップ 

ページ 


セツトアップ完了 


*1 シームレスセットアップの保守用八°ーテイシヨンの 
作成 • 保守用各種ユーテイリテイのインス I -ールまで 
が行われます。 

*2 Windows Server 2003 /Windows 2000以外の 
OS のインストール方法については本装置に添付の 
別冊の説明書を参照するか、保守サービス会社に 
お問い合わせください。 



シームレスセットアップを使う？ 

■ 


はい 

等 


シームレスセットアップ 

Windows Server 2003 

18ページ 

Windows 2000 

44ページ 


スタート 



■ 

はい 


購入したときの八ードディスクの 
注文内容は？ （9 ページ参照） 


カスタムインス I -ール 
(Windows Server 2003/ 
Windows 2000) 


未インストール 


インス I -ールする 0 S は？ 


Windows Server 2003/ 
Windows 2000 


カスタムインス1-ールモデルのセットアップ 

Windows Server 2003 

16ページ 

Windows 2000 

42ページ 


再インス I -ールです 



シームレスセットアップ 

Windows Server 2003 

18ページ 

Windows 2000 

44ページ 

令 

OS 選択メニユーで選ぶオプシヨンは 

「 Other 」 です 1 。 




マニュアルセツ トァップ* 2 


Windows Server 2003 I 

39 ページ 

Windows 2000 

65 ページ 


導入編 
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Windows Server 2003のセツトアップ 


ハードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003やシステムのセットアップをしま 
す。再インス!'ールの際にも参照してください。 


カスタムインストールモデルのセットアップ 


「ビルド■トゥ • オーダー」にて「カスタムインストール」を指定して購入された本体のハード 
ディスクは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、 OS 、 本装置が提供 
するソフトウェアがすべてインストールされています。 

ゾ ここで説 B 月する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された製品で初めて電源 
を ON にするときのセットアップの方法について説明しています。再セットア'ソプをする場 

- 合や、その他の出荷状態のセットアップをする場合は、「シームレスセットアップ」を参照 

してください。 

セットアップをはじめる前に -購入時の状態にっぃて- 

セットアップを始める前に次の点について確認してください。 

本体のハードウェア構成(ハードディスクのパー 
ティションサイズも含む）やハードディスクにイ 
ンストールされているソフトウェアの構成は、購 
入前のお客様によるオーダー（ビルド•トゥ • 

才ーダー）によって異なります。 

右図は、ハードディスウのパーティション構成に 
ついて図解しています。 

セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を〇 N にし、そのまま Windows を起動する。 

[Windows Server 2003セットアップ]画面が表示されます0 

2. [次へ]をクリックする。 

[使用許諾契約]画面が表示されます。 

3. [同意します]にチェックをして、[次へ]をクリックする。 

以降、使用者名などの設定画面が次々と表示されます。 

4. 画面の指示に従って必要な設定をする。 

セツトアップの終了を知らせる画面が表示されます。 



空きエリア 

-Windows Server 
2003 

保守用パーティション 
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5. [完了]をクリックする。 

システムが再起動します。 

6. 再起動後、システムにログオンする。 

7. 27〜28ぺージの手順12と手順13を参照して、 PROSet のインス! -- ルとネットワークドライバ 
の詳細設定をする。 

8. オプションのデバイスでドライバをインス!ルしていないものがある場合は、ドライバをイン 
スIルする。 

9. 出荷時にインストール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストールされていま 
す。例として次のようなソフトウェアがあります。 

• ESMPRO/Server Agent 

• エクスプレス通報サービス* 

• FastCheck* 

上記のソフトウェアで「*」印のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状態に設定または 
確認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフトウェア編」の 「Express 本体用パ 
ンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に設定してください。 



カスタムセットアップで出荷された場合、インストールされているサービスパックのバージョ 
ンと、装置に添付されているサービスパックのバージョンが異なる場合があります。本装置に 
添付されているサービスパック以降のサービスパックを使用する場合は、下記サイトより詳細 
情報を確かめた上で使用してください。 

[8 番街] http :// nec 8. com / 

10. 37ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 


以上でカスタムインストールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。再 
セットアップをする際は「シームレスセットアップ」を使ってください。 


導入編 
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EXPRESS 巳 UILDER の「シームレスセツトアップ」機能を使ってセツトアップをします。 


「シームレスセットアップ」とは、ハードウエ 
アの内部的なパラメータや状態の設定から 
OS (Windows Server 2003) ,各種ユーテイ 
リティのインストールまでを添付の 
「EXPRESS 巳 UILDERJCD-ROM を使って切 
れ目なく（シームレスで)セットアップできる 
Express 5800シリーズ独自のセットアップ 
方法です。ハードディスクを購入時の状態と 
異なるパーティション設定で使用する場合や 
OS を再インストールする場合は、シームレ 
スセットアップを使用してください。煩雑な 
セットアップをこの機能が代わって行いま 
す。 



IE:y>ress580 _ 0 シリ—ス EXPRESSBUILDER Ver3.xxxx-X Copyright(C)NEC Corporat 1 on2004 


r シームレスセトアップ j とは、ハート•ウェア 
©内部的なパラメータや状 ffi© 設定から os« 各種 
i-T ィリ亍^ ©インストールまでを*付© 

CD-ROM rEXPRESSBl£LDERj つて切れ i なく 

(シームレスで）セットアップできる独自の 
セットアップ方法です • 

ハードディスクを B 入時©状態と異なるパーティ 
ゞ5;ヨン設定で使用する場合や OS を再インストール 
す若場^^シームレス•セットアップを«用して 
ください.セットアップをこ®機*が代 
: bo て行ぃます • 〆 

シームレスセットアップは，セットア 
する前にセットアップに必要な锖«を編集し 
フロッビーデ^スクに«存し*セットアップ <DRf 
にそ©情報を逐一盖み出して自動的に一連®セッ 
トアップを進*るという t© です • 

こ®とき使用さ:フロッビイィズク®こと》 

I■セ9トアップパラメータ FDJ と Bf びます • 


シームレスセットアップは、セットアップを開始する前にセットアップに必要な情報を編集 
しフロッピーディスクに保存し、セットアップの際にその情報を逐一読み出して自動的に一 
連のセットアップを進めるというものです。このとき使用されるフロッピーディスクのこと 
を「セットアップパラメータ FD 」 と呼びます。 

ゾ シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊なセットアップについて 
[P^| は、38ページの「応用セットアップ」で説明しています。 

■ I ： • 「セットアップ パラメー タ FD 」 とは シームレス セットアップの途中で設定.選択する情 

rE>n 報が保存されたセットアップ用ディスクのことです。 

シー厶レスセットアップは、この情報を基にしてすベてのセットアップを自動で行いま 
す。この間は、本体のそばにいて設定の状況を確認する必要はありません。また、再イ 
ンストールのときに前回使用したセットアップパラメータ FD を使用すると、前回と同 
じ状態にセットアップすることができます。 

• セットアップパラメ ータ FD は EXPRESSBUILDER パッケージの中のブランクディスク 
をご利用ください。 

• セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER にある「 ExpressPicnic ®」 を使って事 
前に作成しておくことができます。 

事前に「セットアップパラメータ FD 」 を作成しておくと、シームレスセットアップの間 
に入力や選択しなければならない項目を省略することができます。（セットアップパラ 
メータ FD にあるセットアップ情報は、シームレスセットアップの途中で作成•修正す 
ることもできます）。本装置の他に Windows 95/98/ Me、Windows NT 3.51以降、 
Windows XP / 2000または Windows Server 2003で動作しているコンピュータがお手元 
にある場合は、 ExpressPicnic を利用してあらかじめセットアップ情報を編集しておく 
ことをお勧めします。 

ExpressPicnic を使ったセツトアップパラメータ FD の作成方法については、171ページ 
で説明しています。 
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OS のインス I -ールについて 

os のインストールを始める前にここで説明する注意事項をよく読んでください。 


本装置がサボートしている 0 S について 

本装置がサボートしている 0 S は Microsoft ® Windows Server ™ 2003 Standard Edition 
日本語版(以降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ)です。 

その他の OS をインストールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問 
し''合わせくたさし''。 


巳 IOS の設定について 

Windows Server 2003をインストールする前にハードウェアの BIOS 設定などを確認して 
ください。126ページを参照して設定してください。 


Windows Server 2003につし、て 

Windows Server 2003は、シームレスセットアップでインス!ルできます。ただし、次 
の点について注意してください。 

H-O • インストールを始める前にオプションの増設や本体のセットアップ ( BIOS やオプション 
ボードの設定）をすベて完了させてください。 

參弊社が提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インストールに関する説明書 
が添付されていますが、本装置へのインス!'ールについては、本書の説明を参照してく 
ださい。 

參シームレスセットアップを完了した後に31ページを参照して「メモリダンプの設定」な 
どの障害処理のための設定をしてください。 


ミラー化されているポリュームへのインス I -ールについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインス! ー ルする場合は、イ 
ンストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシッウディスクに戻し、インス!ル完 
了後に再度ミラー化してください。 

ミラーポリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータの管 
理]内の[ディスクの管理]から行えます。 

MO 装置の接続について 

インストール時に M 0 装置を接続したままファイルシステムを NTFS に設定すると、ファイ 
ルシステムが正しく変換されない場合があります。ファイルシステムが正しく変換されな 
かった場合は、 M 0 装置を外してインストールを最初からやり直してください。 

ハードディスクの接続について 

0 S をインストールするハードディスクドライブ以外のハードディスクドライブを接続する 
場合は、 0 S をインストールした後から行ってください。また、論理ドライプを複数作成し 
ている場合は、「論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順」 (40 ページ)を参照 
してください。 


導入編 
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作成するパーティションサイズについて 

システムをインストールするパーティションの必要最小限のサイズは、次の計算式から求め 
ることができます。 

インス I ルに必要なサイズ+ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 
インストールに必要なサイズ = 2900 MB 

ぺージングファイルサイズ(推奨）=搭載メモリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズ =搭載メモリサイズ+ 12 MB 

H-O • 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報(メモリダンプ)採取のために必要なサイ 
ズです。ページングファイルサイズの初期サイズを「推奨」値未満に設定すると正確なデ 
バッグ情報（メモリダンプ)を採取できない場合があります。 

• 1つのパーティションに設定できるページングファイルサイズは最大で4095 MB で 
す。搭載メモリサイズ xl . 5倍のサイズが4095 MB を超える場合は、4095 MB で設 
定してください。 

• 搭載メモリサイズが 2 GB 以上の場合のダンプファイルサイズは 「2048 MB +1 2 MB 」 以 
上です。 

• その他アプリケーションなどをインス!'ールする場合は、別途そのアプリケーションが 
必要とするパーティションサイズを追加してください。 

例えば、搭載メモリサイズが51 2 MB の場合、必要最小限のパーティションサイズは、前述 
の計算方法から 


2900 MB + (512 MB X 1.5) + (512 MB + 12 MB ) = 4192 MB 


となります。 

■|i シームレスセットアップでインストールする場合、必要最小限のパーティシヨンサイズを 
「上記の必要最小限のパーティシヨンサイズ+ 850 MB 」 または 「4095 MB 」 のうち、どちらか大 
きい値に設定してください。 


ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクへの再インス I "ールについて 

ダイナミックディスクへアップグレードしたハードディスウの既存のパーティションを残し 
たままでの再インストールはできません。 

既存のパーティションを残したい場合は、 「 EXPRESS 巳 UILDERJCD - ROM に格納されてい 
るオンラインドキュメント 「Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition インスト 
レーションサプリメントガイド」を参照して再インス I ''ールしてください。 

インストレーシヨンサプリメントガイドにもダイナミックディスクへのインス I ルに関す 
る注意事項が記載されています。 
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ディスク構成について （「 E 旧 A 領域」と表示されている領域について) 


ディスウ領域に 「 EISA 領域」と表示された領域が存在する場合があります。構成情報やユー 
ティリテイを保存するための保守用パーテイシヨンです。削除しないでください。 


戛ファイル0携作⑻表 

&[|0 | [f | 0 ^ 

コンピュータの管理（口—カル） 

-： % システムヴ—ル 
!由.適イベント If ューア 
E Q 共有フォルダ 
;0 ® □-カルユーザーとクルーブ 
囪…超パフォ-マンス的と普告 
屬デバイスマネージゃ 
白記‘ IS 域 

“袖 リム-パブル記愤域 

ディスクデフラヴツール 
ディスクの音理 
由サ ー e : スとアプリケーション 


y 5C IB 

3 

麥 5 



)-ROM (D：) 
メデ •<：? なし 


|未割り当て ■ ブテ f マリパーティション 


導入編 


21 






























セツトアップの流れ 


シームレスセットアップで行うセットアップの流れを図に示します。 



民る™注意事項、制限事項の記載を読む 


■ Nom インストール方法を選択する 


フロッピーディスクをセツトする 


■中止 ■ セットアップパラメータファイルを選択する 


新規ファイル 


' 既存のファイル 


OS を選択する 


セツトアップパラメータファイルのチェック 


再選択 
■が必要 ■ 
な場合 


正常 


異常設定の確認 • 修正を行うか選択する 


行ぅ 


行わない 


設定を確認 • 入力をする 


■ 

OK 


写選択 ■ 



ディスクアレイのコンフィグレーション※1 

I 

再起動 

I 

保守用パーティションの作成 

i 

再起動 

I 

各種ユーティリティのインス I -ール 

—動※2 

OS パーティションの作成 

I 

再起動 

1 

OS パーティションのフォーマツト 
1 

OS 差分モジュールのコピー 

I 

選択したアプリケーションのモジュールのコピー 




J :入力や選択が必要な作業 
]: 自動的に作業が進む内容 


※l 

※2 


ディスクミラーリングコントローラが搭載されたシステムで、 「 RA 旧の新規作成」がチェックされている 
場合のみ実彳了される。 

OS の選択で[その他]を選択したときはここで終了する。 
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セツトアップの手順 


次にシームレスセットアップを使ったセットアップの手順を説明します。 

セットアップパラメータ FD を準備してください。事前に設定したセットアップパラメータ 
FD がない場合でもインストールはできますが、その場合でも 1.44 M 巳の DOS フォーマット済 
みのフロッピーディスクが1枚必要となります。セットアップパラメータ FD は 
EXPRESSBUILDER パッケージの中のブランクディスクを使用するか、お客様でフロッピー 
ディスクを1枚用意してください。 


システムの構成を変更した場合は EXPRESSBUILDER を使用した「システムのアップ 
デート」を行ってください (36 ページ参照)。 

Windows Server 2003の起動後にネットワークアダプタなどのドライバの変更、また 
は追加する場合は、オンラインドキュメントの 「Microsoft Windows Server 2003 
Standard Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 

セツトアップを開始したら、指示があるまでセツトアップパラメータ FD を取り出さな 
いで < ださい。 


周辺装置、本体の順に電源を〇 N にする。 

H2E1 

• 0 S をインストールするときに M 0 装置を接続したまま作業を行うと、インストールに失敗 
することがあります。失敗した場合は、 MO 装置を外してインストールを最初からやり直し 
てください。 

• 論理ドライブを複数作成している場合は、「論理ドライブが複数存在する場合の再セット 
アップ手川頁」 (40 ページ) を参照してください0 


2. 本体の CD-RQM ドライプに 「EXPRESS 巳 UILDERJCD-R 〇 M をセツトする。 

3. CD-ROM をセツトしたら、リセツトする（く Ctrl〉 + <Alt> + く Delete〉 キーを押す）が、電源を 
0FF/0N してシステムを再起動する。 

CD-R 〇 M からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 


4. [シームレスセットアップ]をクリックする。 
「お願い」が表示されます。 


「シームレスセットアップ j とは*ハート*ウェア 
の内部的なパラメー 5" や状態®設定から 0S、 各種 
ユー•テイ 1 J テイ®インX卜ールまでを®付© 

CD-ROM rEXPRESSBULDERj つて切れ目なく 

(シームレスで）セツトアップできる a 自© 


ハードディスクを K 入時®状態と異なるパ—ティ 
4ヨン設定で使用する場合や OS を再インストール 
シームレスセットアップを«用して 
ください.セットアップをこのが代 
わって行います .〆 

シームレ x セットアップは • セットア^^始 
する前にセットアップに必要な情報を編集し 
コロッビーディスクに保存し*セットアップ® B 
にそ®情*を逐一読み出して自動的に一連©セッ 
トアップを進めるというも©です • 

こ®とき使用されるフロッビー^ィスク©ことを 
r セットアップパラメータ FDJ と呼びます • 


5. 記載内容をよく読んでがら[確認]をク 
リックする。 

「セットアップパラメータ FD を揷入して 
ください。」というメッセージが表示され 
ます。 


お願い 

シームレスセットアップ終了後、セットアップ情報を/ ( ックアップする 
ことをお勧めします。パックアップ情報が無いときは、修理復旧時に 
お客様の装置固有の情報や設定を復旧できなくなります。 

パックアップは、空きフロッピーディスクを 1 枚準備して、ツールで 
オフライン保守ユーティリティの「システム情報の管理」から「退避」 
を選択してください。 


I 確認 I 
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6. 「セットアップパラメータ FD」 をフロッピーディスクドライブにセットし、[確認]をクリックす 
る 0 

• 「セットアップパラメータ FD」 をお持ちでない場合でも、 1.44MB の DOS フォーマ'ソト済み 
フ□ッビーディスク（プランクディスク）をフロッピーディスクドライプにセ'ソトし，[確認] 
をクリックしてください。 

• セツトしたセツトアップパラメータ FD は指示があるまで取り出さないでください。 


[設定済みのセットアップパラメータ FD をセットした場合] 

セツトした「セ'ソトアップパラメータ FD」 内のセツトアップ情報ファイルが表示されます。 


①インス Iルに使用するセ'ソトアップ情報ファイル 
名を選択する。 


I チェック I 

選択されたセ'ソトアップ情報ファイルに修正でき 
ないような問題がある場合（たとえば 
ExpressPicnic Ver.4 以前で作成される 「Picnic- 
FD」 をセットしているときなど）、再度「セットアッ 
プパラメータ FD」 のセットを要求するメッセージが 
表示されます。セットしたフロッピ _ ディスクを 
確認してください。 



test2.tre 门 

test3.tre 


「暇1 




セットアップ情報ファイルを指定すると、「セットアップ情報ファイルのパラメータの確認、 
修正を行いますか」というメッセージが表示されます。 

②確認する場合は[確認]を、確認せずにそのままインストールを行う場合は、[スキツア]をクリツ 
クする。 


[確認]をクリック — 手順7へ進む 
[スキッア ] をクリツク — 手順8へ進む 


[ブランクディスクをセットした場合] 

①[ファイル名: (A)] の下にあるボックス部分をクリック 
するが、 <A> キーを押す。 

入カボックスが表示されます。 

© ファイル名を入力する。 

[オペレーティングシステムインスIルメニュー] 
が表示されます。リストには、この装置がサポート 
している〇 S が表示されます。 



(3) リストボックスからインストールす 
る [Windows Server 2003] を選択 
する。 


Express 5800 シリーズ EXPRESS 日 UILDER Ver3j(xx-x Copyright(C) NEC Corporation 2004 


[傾手) i ] 

-物卜7!ヴ情報の入力/ 5 SS 
テ■知 
各*ィ OMm 
jr -? 伽®^成 
八.-?伽の 7J-7 •ノト 
os 勤©•ユ-ルの： r- 
OS CDflOM の挿入 
自 Brto トアッアの開始 


Iオペレーティングシステムインストールメニュー 



Windows 2000 

その他 

戻る 
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7. 〇 S のインストール中に設定する内容を確 
認する。 

本体にディスクミラーリングコント □— 
ラが搭載されている場合は、[アレイディ 
スクの設定]画面が表示されます。設定内 
容を確認し、必要なら修正を行ってがら 
[次へ]をクリックしてください。 


次に、[基本情報]画面が表示されます。 
設定内容を確認し、必要なら修正を行つ 
てから[次へ]をクリックしてください 
(画面中の r 対象マシン」は機種によつて表 
示が異なります。） 

以降、画面に表示される[次へ]、[戻る]、 
[ヘルア]をクリックして設定を確認しなが 
ら画面を進めてください。設定内容は必 
要に応じて修正してください。 


[7W ドィ饮〇設定]ディスク>レやン沖ィ 


腑、胸設定 

Iする 

1 

RAID の作成 

1 既存 RAID を使用する 

コ 

接記伽卜，撒 

ド 

コ 

))° ッりを橘成するテ' VX 傾！ 

I- 

コ 

»°ッりを橘成する RAID 

1 -- 

コ 

ラ仆卜 K の雕 

I- 

コ 

ラ仆 1 ドの撇圓 

L： 

1 


|再設込丨|次へ 

M ぎ 丨 


<表示例> 


0S の獅 

os の i 

ルセ：/ョンの使用方法 

77-fllcOrt© 

サ4：*刀卜》の適用 

•canwn 


)Sli 

r ションの使用方 

n 全領《=*) 
NTFS への: wr- 卜 


Express 5800 /xxx 


Windows Server 2003 Standard/Enterp 


I^Bi ] [次へ | I W I 


• OS をインストールするパーティションは、必要最小限以上のサイズで確保してください 
(20 ページ参照)。 

• 「パーティションの使用方法」で「既存パーティションを使用する」を選択すると、最初のパー 
ティション (保守用パーティションを除く） の情報はフォーマツ 卜され、すべてなくなりま 
す。それ以外のパーティションの情報は保持されます。下図は、保守用パーティションが用 
意されている場合に情報が削除されるパーティションを示しています。 


第1パーティション 

く保守用パーティション〉 

第2パーティション 

第3パーティション 

第4パーティション 

保持 

削除 

保持 

保持 


ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクの既存のノ V° —ティションを残し 
たまま再インス!-ールすることはできません （20 ページ参照)。「パーティションの使用方 
法」で「既存パーティションを使用する」を選択しないでください。 

「パーティション」に4095 MB 以外を指定した場合は NTFS へのコンバートが必要です。 

「ノ V° —ティションの使用方法」で「既存/\°ーティションを使用する」を選択したとき、流用す 
るパーティション以外(保守領域を除く）にノ《ーティションが存在しなかった場合、そのディ 
スクの最大領域を確保して Windows Server 2003をインストールします。 

シームレスセットアップでは、オンポードの LAN ポートを含めて4ポートまでしかサボー 
卜していません。4ポートを超える場合は、ネットワークアダプタを外してセットアップを 
行ってください。 

英語版 0S を使用したい場合は、別途販売店または弊社営業担当にお問い合わせください。 
設定内容に不正がある場合は、次の画面には進めません。 

前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直さなければならない 
場合もあります。 

ここでは日本語の入力はできません。使用者名と会社名を日本語で入力したい場合は、□グ 
オン後に入力画面がポップアップされますので、その時に再入力し、設定してください。こ 
こでは、仮の名前を入力してください。 
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■一 [12 E 

• [基本情報]画面にある[再読込]をクリックすると、セットアップ情報ファイルの選択画面 
に戻ります。[再読込]は、[基本情報]画面にのみあります。 

• [コンピュータの役割]画面にある[終了]をクリックすると、その後の設定はシームレスセッ 
トアップの既定値を自動的に選択して、インストールを行ぃます。 

設定を完了すると自動的に再起動します。 

8. オプションの大容量記憶装置ドライパの 
モジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライパを 
インストールする場合は、大容量記憶装 
置に添付されているフ□ッピーディスク 
をフロッピーディスクドライプにセット 
し、メッセージに従って操作してくださ 
い0 

9. 追加するアプリケーションをインストー 
ルする。 

シームレス セッ ト アップに対応している 
アプリケーションを追加でインスIル 
する場合は、メッセージが表示されま 
す。 


「大容置記憶装!！用 OEM*FDJ をフロッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 


I 0K~| | 終了 | 


追加するアプリケーションのインスI'ール 
媒体を CDflOM またはフ□ッピーディスク 
ドライブに挿入して<ださい。 


I 〇»<1 | 終了"! 


10. メッセージに従って 「EXPRESSBUILDER」CD-ROM とセットアップパラメータ FD を CD-ROM ド 
ライプとフロッピーディスクドライプから取り出し、 Windows Server 2003 CD-ROM を CD- 
R0M ドライプにセットする。 

[ソフトウ1ア使用許諾契約]画面が表示されます。 

11 . よく読んでから、同意する場合は、[同意 
します]をクリックするか、<「8>キ_を 
押す。同意しない場合は、[同意しませ 
ん]をクリックするか、<ド3>キ_を押 
す。 

w-ons 

同意しないと、セットアップは終了 
し 、 Windows Server 2003はイン 
ス I -ールされません。 


Windows Server 2003と指定したアプリケーシヨンは自動的にインストールされ、システムに 
ログオンします。 
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12. PROSet をインストールする。 

PROSet は、ネットワークドライパに含まれるネットワーク機能確認ユーティリティです。 
PROSet を使用することにより、以下のことが行えます。 

• アダプタ詳細情報の確認 

• ループバックテスト、バケット送信テストなどの診断 
• Teaming の設定 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、本装置に耐障害性に優れた環境を 
提供し、本装置とスイッチ間のスループットを向上させることができます。 

このような機能を利用する場合は、 PROSet が必要になります。 

PROSet をインストールする場合は、以下の手順に従ってください。 

PROSet は、 「 Teaming 」 の設定に必須です。必ずインストールしてください。 

① 「 EXPRESS 巳 UILDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライプにセットする。 

© エクスプローラを起動す る。 

<標準の スター トメ ニューモー ドの手順> 

スタートメニューが6[エクスプローラ]をクリックする。 

<クラシックスタートメ ニュー モードの手順> 

スタートメニューから[すべてのプログラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプロー 
ラ]をクリ、ソクする。 

③ 「< CD - ROM のドラィプレター >:¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ BC 1¥ PROSet ¥ WS 03 XP 32」 ディレ 
クトリ内の 「 PROSet . exe 」 アイコンをダプルクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSet - Installshield ウィザード]が起動します。 

④ [次へ]をクリックする。 

⑤ [使用許諾契約の条項に同意します]を選択し、[次へ]をクリックする。 

© [標準]を選択し、[次へ]をクリックする。 

(7) [インストール]をクリックする。 

[ InstallShield ウィザードを完了しました]ウィンドウが表示されます。 

⑧[完了]をクリックする。 

( D システムを再起動する。 
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13. ネットワークドライパのセットアップをする。 

標準装備の2つのネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、転送速度と 
Duplex モードの設定が必要です。 

① [Intel PROSet] ダイアログボックスを表示する。 

<標準のスタートメニューモードの手順> 

スタートメニューから[コント□—ルパネル: |—[lntel PROSet] をクリックする。 

<クラシックスタートメニューモードの手順〉 

(1) スタートメニューから[設定]—[コント□—ルパネル]をクリックする。 

(2) [Intel PROSet] アイコンをダプルクリックする。 

② リスト中の [Intel(R) PRO/ 100 M Network Connention#1] をクリックして選択する。 

(3) [速度]タブをクリックし、リンク速度とデュプレックス設定をハプの設定と同じ値に設定す 
る。 

④ リスト中の [Intel(R) PRO/ 100 M Network Connention#2] をクリックして選択する。 

⑤ [速度]タブをクリックし、リンク速度とデュプレックス設定をハブの設定と同じ値に設定す 
る。 

⑥ [Intel PROSet] ダイアログボックスの[適用]をクリックし、 [0K] をクリックする。 

以上で完了です。 

また、必要に応じてプロトコルやサービスの追加/削除をしてください。[ネットワーク接続]から 
ローカルエリア接続のプロパティダイアログボ'ソクスを表示させて行います。 

■一圆 

サービスの追加にて、 [ネッ トワークモニタ]を追加することをお勧めします。 [ネット ワークモ 
ニタ]は、 [ネット ワークモニタ]をインストールしたコンピュータが送受信するフレーム（また 
はパケット）を監視することができます。ネットワーク障害の解析などに有効なツールです。イ 
ンストールの手順は、この後の「障害処理のためのセットアップ」を参照してください。 

14. オプションのデバイスでドライパをインス!ルしていないものがある場合は、ドライバをイン 
ストールする。 

15. 31ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

16. 37ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

以上でシームレスセツトアップを使ったセツトアップは完了です。 
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クラフィックスアクセラレータドライバ 

グラフ イツ クスアクセラレータドライパは自動でインス I ■■■— ルされます。手動でのインス 
トールを行ラ必要はありません。 


オプシヨンのネットワークポードのドライバ 

オプションのネットワークボード ( N 8104 -80/86/111/84/103/113) のうち、 N 8104 -80/ 
86/111を使用する場合はドライパが自動的にインストールされますのでポード添付のドラ 
イパを使用しないでください。 

N 8104 -84/ 103/113を使用する場合は 、 EXPRESSBUILDER CD - ROM に格納されている 
ドライバをインストールしてください。 

「 CD-ROM ドライフレター: ¥ W _ T ¥ DOTNET¥BC 1 ¥ PR 01 000 ¥ WS 03 XP 32」 

インストール手順が不明な場合は、インストレーションサプリメントガイドのネットワーク 
ドライパのインストール手順を参照してください。 

■ I ： N 8104-103を使用する場合は、 PROSet を起動して[詳細設定】タブより、 「 TCP セグメンテー 

シヨンのオフロード」の値を「オフ」にしてください。 


アダプタフォルトトレランス （ AFT )/ アダプティブ□ー ド 
バランシング ( ALB ) のセットアップ 

アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでグループを作り、使用されてい 
るアダプタに障害が発生した場合、自動的にグループ内の他のアダプタに処理を移行させる 
ちのです。 

また、アダプティブロードパランシング ( ALB ) とは、複数のアダプタでグループを作り、本 
体から送信バケットをグループすべてのアダプタから行うことにより、スプールパケットを 
向上させるものです。この機能は AFT 機能を含んでいます。 

AFT / ALB 機能を使用する場合は以下の手順に従ってセットアップしてください。 

1. [コントロールパネル]ダイアログボックスで、 [ Intel ( R ) PROSet ] アイコンをダプルクリックす 
る。 

[ Intel ( R ) PROSet ] ダイアログボックスが表示されます。 

2. リスト中の「ドライパ名」にマウスポインタを合わせ、右クリックする。 

メニューが表示されます。 

3. [チームに追加]を選択し、[新規チームを作成]をクリックする。 

[チーム化ウィザード]ダイアログボックスが表示されます。 

4. 「アダプタフォルトトレランス」または「アグプティプロードパランシング」を選択して[次へ] 
をクリックする。 
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5. [次へ]をクリックする。 

6. チームにするアダプタをチェックして[次へ]をクリックする。 

7. [完了]をクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSet ] ダイアログボックスに戻ります。 

8. [適用]をクリックし、[〇 K ] をクリックする。 

9. システムを再起動する。 

11-0 • AFT / ALB のセットアップは、ドライバインストール後、必ず再起動した後に行う必要 

があります。 

• アダプタフォルトトレランス ( AFT ) のグループとして指定するアダプタは、同ーハ 
ブ、異なる八ブのどちらの接続でも使用可能ですが、異なる八ブに接続する場合は、す 
ベて同一 LAN (同ーセグメント)上に存在する必要がありますので、カスケード接続に 
してください。 

• アダプテイブロードバランシング ( ALB ) を使用する場合は、スイッチング八ブにのみ 
接続できます。 
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障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のような 
セツトアップをしておいてください。 


メモリダンプ(デバッグ情報)の設定 

本体内のメモリダンプ(デバッグ情報）を探取するための設定です。 

M -0 メモリダンプの注意 

• メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員が行います。お客様はメモリダンプの 
設定のみを行ってください。 

參ここで示す設定後、障害が発生し、メモリダンプを保存するために再起動すると、起動 
時に仮想メモリが不足していることを示すメッセージが表示される場合がありますが、 
そのまま起動してください。起動し直すと、メモリダンプを正しく保存できない場合が 
あります。 


次の手順に従って設定します。 

1. スタートメニューから[コント□—ルパネル]を選び、[システム]をクリックする。 
[システムのプ□パティ]ダイアログボックスが表示されます。 

2. [詳細設定]タブをクリックする。 


3. [起動と回復]ボックスの[設定]をクリツ 
クする。 


4. テキストボックスにデバッグ情報を書き 
込む場所を入力する。 

く D ドライプに 「 MEMORY . DMP 」 という 
ファイル名で書き込む場合> 


D:¥MEM 〇 RY.DMP 
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p-OiE 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨します。ただし、搭 
載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、[完全メモリダンプ]を指定することはできません 
(メニューに表示されません)。その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +12 M 巳以上(メモリサイズが 2 G 巳を超える場合は、 
2048 MB +12 MB 以上)の空き容量のあるドライブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、メモリ増設前にデバッグ情報 
の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してください。また、メモリ増設により採取 
されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズが変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の 
書き込み先ドライブの空き容量を確認してください。 


5. [パフオーマンス]ボックスの[設定]をク 
リックする。 

[パフォーマンスオプション]ウインドウ 
が表示されます。 



6. [パフォーマンスオプション]ウインドウ 
の[詳細設定]タブをクリックする。 
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7. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリツ 


ユ J2SJ 




ク9公〇 


8. [選択したドライプのページングファイル 
サイズ]ボックスの[初期サイズ]を[推奨] 
値以上に変更し、[設定]をクリックす 
る。 


視覚効果託珊該$| 

「ブ□セクサのスケジュ-ル- 
ブ□セツサのリリ'-スをどう割り当てるかを逞択します。 

次のパフォーマンスを優先寸る： 


r ブ的ラム® 


^歴?:麵 Ef 5!獲 


メモリ使用量 

システムメモリをどう割り当てるかを逞択します。 

次のノゎォ-マンスを優先する： 

C プロヴラム <E> システムキャッシュ® 


仮想メモリ 

ページンクファイルは、 Windows が RAM のように使用するハードディスク 
にあ！*領域で‘す。 

すべてのドライブの総ページンヴファイルサイズ： 19匕 


0 K 


ズ： 

/ 奴 ◎ 1 

キャンセル 



必ず OS ノ v° —ティシヨンに上記のサ 
イズで作成してください。ページ 
ングフアイルの[初期サイズ]を「推 
奨」値未満に設定すると正確なデ 
バッグ情報（メモリダンプ）を採取 
できない場合があります。 

「推奨」値については、「作成する 
) (ーテ ィシヨン サイズについて (20 
ページ)」を参照してください。 

障害発生時に備えて、事前に 
DUMP スイッチを押し、正常にダ 
ンプが採取できることの確認を行 
うことをお勧めします。 

メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングフアイルの再設定を行ってくだ 
さい0 


9. [〇 K ] をクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。メッセージに 
従って再起動してください。 


仮想メモリ 


ーマンスオプシ3ン 
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ワトソン博士の設定 

Windows ワトソン博士はアプリケーションエラー用のデバッガです。アプリケーションエ 
ラーを検出するとシステムを診断し、診断情報（ログ)を記録します。診断情報を採取できる 
よう次の手順に従って設定してください。 

1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 

2. [名前]ポ、ソクスに 「drwtsn3Zexe」 と入力 
し、 [OK] をクリックする。 

[Windows ワトソン博士]ダイアログポッ 
クスが表示されます。 


3. [ログファイルパス]ボックスに診断情報 
の保存先を指定する。 

「DRWTSN32.LOG」 というファイル名で 
保存されます。 

I チェック I 

ネットワークパスは指定できません。 
□一カルコンピュータ上のパスを指定 
して< ださい。 

4. [クラ、ソシュ ダンプ] ポ'ソクスにクラ、ソ 
シュ ダンプファイルの保存先を指定す 
る0 

「クラッシュダンプファイル」は 
Windows Debugger で読むことができ 
るバイナリファイルです。 


5. [オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオンにする。 

□ ダンプシンポル テープル 
□ すべてのスレッドコンテキストをダンプ 
□ 既存のログファイルに追加 
□ クラッシュダンプファイルの作成 

それぞれの機能の説 B 月についてはオンラインヘルプを参照してください。 

6. [0K] をクリックする。 




34 





















































ネットワークモニタのインストール 

ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てること 
ができます。ネットワークモニタを使用するためには、インストール後、システムの再起動 
を行う必要がありますので、障害が発生する前にインストールしておくことをお勧めしま 
す。 

1. スタートメニューから[設定]をポイントし、[コント□—ルパネル]をクリックする。 

[コント□—ルパネル]ダイアログボックスが表示されます。 

2. [プログラムの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

[プログラムの追加と削除]ダイアログボックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックする。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイアログボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]チェックボックスをオンにして[次へ]をクリックする。 

5. ディスクの揷入を求めるメッセージが表示された場合は 、 Windows Server 2003 CD - R 〇 M を 
CD - ROM ドライプにセットして[〇 K ] をクリックする。 

6. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイアログボックスの[完了]をクリックする。 

7. [プログラムの追加と削除]ダイアログボックスの[閉じる]をクリックする。 

8. [コントロールパネル]ダイアログボックスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューから[プログラム]—[管理ツール]をポイントし、 
[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。 
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管理ユーティリティのインス I -ール 

添付の CD - ROMrEXPRESS 巳 UILDER 」 には、監視用の rESMPRO / Se 「 ve 「 Agent 」® cfc 0@ 
理用の 「 ESMPRO / ServerManager 」 などが収録されています。 ESMPRO/ServerAgent 
は、シームレスセットアップで自動的にインストールすることができます。 

[スタート]メニューの[プログラム]やコントロールパネルにインス I ルしたユーティリ 
ティのフォルダがあることを確認してください。シームレスセットアップの設定でインス 
トールしなかった場合は、第3編の「ソフトウエア編」を参照して個別にインストールしてく 
ださい。 

■|i ユーティリティには、ネットワーク上の管理 PC にインストールするものもあります。詳し 
ftvT ] くは第3編の「ソフトウエア編」を参照してください。 


システムのアップデート 

システムのアップデートは、次のような場合に行います。 

• システム構成を変更した場合(本体内蔵オプションの構成を変更した場合など） 

• システムを修復した場合 

參パックアップ媒体からシステムをリストアした場合 

(サービスパック関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、再 
度 RUR のフ□ッピーデイスウを使用して Express 5800用差分モジュールを適用してくだ 
さい。このときサービスパックを再適用する必要はありません。） 

管理者権限のあるアカウン h (Administrator 
など）で、システムに□ヴインした後、 

「 EXPRESSBUILDERJCD-ROM を本体の 
CD - ROM ドライブにセットしてください。 

表示された画面「マスターコントロールメ 
ニュー」の[ソフトウエアのセットアップ]を 
左クリックし、メニューから[システムの 
アップデート]をクリックすると起動しま 
す。以降は画面に表示されるメッセージに 
従って処理を進めて<ださい。 
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システム情報のノ（ックアップ 

システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をパックアップすることをお勧めします。 

システム情報のパッウアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リ 
ストア）できなくなります。次の手順に従ってパッウアップをとってください。 

1. 3.5 インチフロッピーディスクを用意する。 

2. 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM を本体の CD - ROM ドライプにセットして、再起動する。 
EXPRESSBUILDER から起動して 「 EXPRESSBUILDER トップメニュ ー 」が表示されます。 

3. [ツール]—[オフライン保守ユーティリティ]を選ぶ。 

4. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

以降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 
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応用セツトアツ 


システムの環境やインストールしようとするオペレーティングシステムによっては、特殊な 
手順でセツトアップしなければならない場合があります。 


シームレスセットアップ未対応の大容量記憶装置コント 
□ーラを利用する場合 

最新のディスクミラーリンヴコント□ーラなど、本装置に添付の EXPRESSBUILDER に対応 
していない大容量記憶装置コントローラが接続されたシステムにおいて、 0 S の再インストー 
ルなどをする場合は、次の手順でセットアップしてください。 

• ビルド•トウ.才ーダーにより、 0 S 組み込み出荷された状態からセットアップを開始 
する場合には、本操作を行う必要はありません。 

• シームレスセットアップに対応しているボードの一覧については、次のホームページから 
参照できます（「サポート•システ厶支援」から「 ExpressPicnicJ をクリックしてくださし、）。 

http :// www . ace . comp . nec . co . jp / 


1. セットアップしようとする大容量記憶装置コント□ーラの説明書を準備する。 

本書の内容と大容量記憶装置コント□ーラの説明書との内容が異なる場合は、大容量記憶装置 
コント□—ラの説明書を優先してください。 

2. ディスクミラーリングコント□—ラの場合は、コント□—ラの説明書に従って RAID の設定を行 

う。 

RAID 設定の不要な大容量記憶装置コント□ーラの場合は、手順 3 へ進んでください。 

3. EXPRESSBUILDER CD-R 〇 M がらシステムを起動させる。 

4. シームレスセットアップを実行し、次のような内容に設定されていることを確認する。 

• アレイディスクの設定画面が表示された場合は、[既存の RAID を使う]をチェックする 

圆 

コン ト ローラに よっては、設定画面が現れないことがあります。 

• [大容量記憶装置用〇 EM-FD の適用をする]をチェックする 

二圆 

このオプションをチェックすることで、フロッピーディスクで提供されているドライバを読 
み込ませて、シームレスセットアップを進めることができます。 

5. シームレスセットアップの途中で[大容量 
記憶装置用ドライパ]をコピーする。 

大容量記憶装置コント□ーラに添付され 
ているフ□ッピーディスクをフロッピー 
ディスクドライプにセットし、以降は画 
面のメッセージに従って操作してくださ 
い0 


「大容量記憶装置用 0EM-FD」 

をフロッピーディスク 

ドライブに挿入してください。 


丨 0K 丨丨 

終了 | 
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マニュアルセツトアップ 


オペレーティングシステムのインス!ルは、シームレスセットアップを使用することをお 
勧めしていますが、特殊なインストールに対応する場合、マニュアルセットアップが必要に 
なることがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows Server 2003をインストールする方法につい 
ては、 EXPRESS 巳 UILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Microsoft Windows 
Server 2003 Standard Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してくださ 
い。また、あらかじめ EXPRESSBUILDER から、「サポートディスク」を作成しておいてくだ 
さい。 


^ オプシヨンボードを接続する場合は、オプシヨンボードに添付の説明書も併せて参照して< 

I チェック I た s い。 

-サポートディスクとは？- 


シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順「マニュアルセットアッ 

プ」では 、 「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 と□乎ばれるサポー 
トディスクが必要です。 

「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 には 、 Windows Server 
2003のインス I -ールで必要となる本体標準装備のネットワークやディスプレイ用のドライ 
パなどが含まれています。マニュアルセットアップを始める前に 「Windows Server 2003 
OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 を用意してください。 

1. 3.5 インチフロッピーディスクを1枚用意する。 

2. 周辺装置，本体の順に電源を ON にする。 

3. 本体の CD - ROM 卜*ライプに添付の 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM をセットする。 

4. CD - ROM をセットしたら、リセットする （< Ctrl >+< Alt >+< Delete > キーを押す)か、電源を OFF / 
ON してシステムを再起動する。 

CD - ROM からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 

5. [ツールメニュー]から[サポートディスクの作成]を選択する。 

6. [サポートディスク作成メニュー]から [Windows Server 2003 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER ] を選択する。 

7. 画面の指示に従ってフロッピーディスクをセットする。 

「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 が作成されます。 

作成した 「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESS 巳 UILDER 」 はライトプ□テクトを 
し、ラペルを貼って大切に保管してください。 


Windows(Windows 95以降 、 Windows NT 
4.0 以降)が動作するコンピュータをお持ちの場 
合は、 Windows 上で EXPRESSBUILDER CD - 
ROM をセツトすると起動する「マスターコント 
□—ルメニュー」がら Windows Server 2003 
OEM-DISK for EXPRESS 巳 UILDER を作成す 
ることもできます。 


〇オンライ 1 ンドキュ，ント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


Maslec Control Menu 


:户 


Copyright NEC CocpotaHon 


NEC 
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論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順 

ここでは論理ドライプが複数存在する場合の再セツトアップ手順とドライブ文字の修正手順 
について説玥します。 


再セットアップをはじめる前に 

万一の場合に備えて再セツトアップを開始する前に、必ずデータのバックアップを行ってく 
ださい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセツトアップを 
開始する。 


2. 次のメッセージが表示されたら、〇 S をセットアップしたいパージョンを選択する。 


次の一覧には、このコンピュータ上の既存のパーティションと未使用の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧からパーティションを選択してください。 



システムボリューム、またはブートポリュームのドライブ文字はセットアップ完了後は修正で 
きません。この画面で正しいドライブ文字が割り当てられていることを確認してからセットアッ 
プを続行してください。 

3. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセットアップを 
続行する。 

4. セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合があります。ドライプ文字 
の修正が必要な場合は r ドライプ文字の修正手順」に従ってドライプ文字を変更する。 


ドライブ文字の修正手順 

以下の手順では、システムボリューム、またはプートボリュームのドライブ文字は変更でき 
ませんので、ご注意ください。 

1. [スタート]メニューの[マイコンピュータ]を右クリックして[管理]を選択し、[コンピュータの管 
理]を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中から、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライプ文字を変更したいボリュームを選択して右クリックを行い、[ドライブ文字とパスの変更] 
を選択する。 

4. [変更]を選択する。 

5. [次のドライプ文字を割り当てる]を選択し、割り当てたいドライプ文字を選択する。 
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6. [〇 K ] を選択する。 

7. 以下の確認メッセージが表示されたら、[はい]を選択する。 

ボリュームのドライプ文字を変更すると、プログラムが動作しないことが 
あります。このドライプ文字を変更しますか？ 

8. [コンピュータの管理]を終了する。 


導入編 
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Windows 2000 のセットアップ 


ハードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows 2000やシステムのセットアップをします。再イ 
ンストールの際にも参照してください。 


カスタムインストールモデルのセットアップ 


「ビルド■トゥ • オーダー」にて「カスタムインストール」を指定して購入された本体のハード 
ディスクは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、 0 S 、 本装置が提供 
するソフトウェアがすべてインストールされています。 

ゾ ここで説 B 月する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された製品で初めて電源 
を ON にするときのセットアップの方法について説明しています。再セットア'ソプをする場 

- 合や、その他の出荷状態のセットアップをする場合は、「シームレスセットアップ」を参照 

してください。 

セットアップをはじめる前に -購入時の状態にっぃて- 

セットアップを始める前に次の点について確認してください。 

本体のハードウェア構成（ハードディスクのパー 
ティションサイズも含む）やハードディスクにイ 
ンストールされているソフトウェアの構成は、購 
入前のお客様による才ーダー（ビルド•トゥ • 

才ーダー）によって異なります。 

右図は、ハードディスクのパーティション構成に 
ついて図解しています。 

セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を〇 N にし、そのまま Windows を起動する。 

[Windows 2000 Server セットアップ]画面が表示されます。 

2. [次へ]をクリックする。 

[使用許諾契約]画面が表示されます。 

3. [同意します]にチェックをして、[次へ]をクリックする。 

以降、使用者名やプ□ダクトキーなどの設定画面が次々と表示されます。 

4. 画面の指示に従って必要な設定をする。 

セツトアップの終了を知らせる画面が表示されます。 



•空きエリァ 
.Windows 2000 

保守用パーティション 
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5. [完了]をクリックする。 

システムが再起動します。 

6. 再起動後、システムにログオンする。 

7. 53〜54ぺージの手順13〜15を参照して、 PROSetl のインストールとネットワークドライパの 
詳細設定、グラフィックスアクセラレータのセットアップをする。 

8. オプションのデバイスでドライパをインス!ルしていないものがある場合は、インストレー 
ションサプリメントガイドを参照してドライバをインストールする。 

9. 55ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

10. 出荷時にインス I ル済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストールされていま 
す。例として次のようなソフトウェアがあります。 

• ESMPRO/Server Agent 

• エクスプレス通報サービス* 

• FastCheck * 

上記のソフトウェアで「*」印のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状態に設定または 
確認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフトウェア編」の 「 Express 本体用パ 
ンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に設定してください。 



カスタムセットアップで出荷された場合、インストールされているサービスパックのバージョ 
ンと、本体に添付されているサービスパックのバージョンが異なる場合があります。 

本体にインストールされているサービスパック以降のバージョンが添付されている場合は、本 
体に添付の 「Windows 2000 RURx 対応 (Service Pack x) インストール手順書」を参照し 
てサービスパックのインストールを行ってください。サービスパック情報に関しては、下記サ 
イトより詳細情報を確認してください。 

[8 番街] http://nec8.com/ 

11. 63ページを参照してシステム情報のパックアップをとる。 


以上でカスタムインストールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。再 
セットアップをする際は「シームレスセットアップ」を使ってください。 
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EXPRESSBUILDER の「シームレスセツトアップ」機能を使ってセツトアップをします。 


「シームレスセットアップ」とは、ハードウェ 
アの内部的なパラメータや状態の設定から 
〇 S(Windows 200〇）、各種ユーティリティ 
のインストールまでを添付の 
「 EXPRESSBUILDER 」 CD-ROM を使って切 

れ目なく（シームレスで)セットアップできる 
Express 5800シリーズ独自のセットアップ 
方法です。ハードディスクを購入時の状態と 
異なるパーティシヨン設定で使用する場合や 
〇 S を再インス!ルする場合は、シームレ 
スセットアップを使用してください。煩雑な 
セツトアップをこの機能が代わって行いま 
す0 



シームレスセットアップは、セットアップを開始する前にセットアップに必要な情報を編集 
しフロッピーディスクに保存し、セットアップの際にその情報を逐一読み出して自動的に一 
連のセットアップを進めるというものです。このとき使用されるフロッピーディスクのこと 
を「セットアップ パラメータ FD 」 と呼びます。 

II ゾ シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊なセットアップについて 

は、64ページの「応用セットアップ」で説明しています。 

K • 「セットアップパラメータ FD 」 とはシームレスセットアップの途中で設定.選択する情 
報が保存されたセットアップ用ディスクのことです。 

シー厶レスセットアップは、この情報を基にしてすベてのセットアップを自動で行いま 
す。この間は、本装置のそばにいて設定の状況を確認する必要はありません。また、再 
インストールのときに前回使用したセットアップパラメータ FD を使用すると、前回と 
同じ状態に本装置をセットアップすることができます。 

• セットアップパラメ ータ FD は EXPRESSBUILDER ハ。ッケージの中のブランクディスク 
をご利用ください。 

• セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER にある「 ExpressPicnic ®」 を使って事 
前に作成しておくことができます。 

事前に「セットアップパラメータ FD 」 を作成しておくと、シームレスセットアップの間 
に入力や選択しなければならない項目を省略することができます。（セットアップパラ 
メータ FD にあるセットアップ情報は、シームレスセットアップの途中で作成•修正す 
ることもできます）。 Express サーバの他に Windows 95/98/ Me、Windows NT 3.51 以 
降 、 Windows XP / 2000または Windows Server 2003で動作しているコンピュータがお 
手元にある場合は、 ExpressPicnic を利用してあらかじめセットアップ情報を編集して 
おくことをお勧めします。 

ExpressPicnic を使ったセツトアップパラメータ FD の作成方法については、171ページ 
で説明しています。 
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OS のインス I -ールについて 

os のインストールを始める前にここで説明する注意事項をよく読んでください。 


本装置がサボートしている 0 S について 

本装置がサボートしている 0 S は Microsoft ® Windows ® 2000 Server 日本語版（以降、 
「Windows 2000」と呼ぶ)です。その他の 0 S をインス I -- ルするときはお買い求めの販売 
店または保守サービス会社にお問い合わせください。 


巳 IOS の設定について 

Windows 2000をインストールする前にハードウェアの BIOS 設定などを確認してくださ 
い。 BIOS の設定には 、 Windows 2000から探用された新しい機能(プラグ■アンド.プレイ 
や USB インタフェースへの対応など)に関する設定項目があります。126ページを参照して 
設定してください。 


Windows 2000につし、て 

Windows 2000は、シームレスセットアップでインス!ルできます。ただし、次の点に 
ついて注意してください。 

H-O • インストールを始める前にオプションの増設や本体のセットアップ (BIOS やオプション 
ボードの設定）をすベて完了させてください。 

參 NEC が提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インス!ルに関する説明 
書が添付されていますが、本装置へのインス!'ールについては、本書の説明を参照して 
ください。 

參シームレスセットアップを完了した後に57ページを参照して「メモリダンプの設定」な 
どの障害処理のための設定をしてください。 


ミラー化されているポリュームへのインスI-ールについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインス! ー ルする場合は、イ 
ンストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシッウディスクに戻し、インス!ル完 
了後に再度ミラー化してください。 

ミラーポリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータの管 
理]内の[ディスクの管理]から行えます。 

MO 装置の接続について 

インストール時に MO 装置を接続したままファイルシステムを NTFS に設定すると、ファイ 
ルシステムが正しく変換されない場合があります。ファイルシステムが正しく変換されな 
かった場合は、 M 0 装置を外してインストールを最初からやり直してください。 

ハードディスクの接続について 

0 S をインストールするハードディスクドライブ以外のハードディスクドライブを接続する 
場合は、 0 S をインストールした後から行ってください。また、論理ドライプを複数作成し 
ている場合は、「論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順」 (65 ページ)を参照 
してください。 
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作成するパーテイシヨンサイズについて 


システムをインス I -ールするパーティションの必要最小限のサイズは、次の計算式から求め 
ることができます。 

インス I ルに必要なサイズ+ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 
インストールに必要なサイズ = 1000 MB 

ページングファイルサイズ(推奨）=搭載メモリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズ =搭載メモリサイズ+ 12 MB 

11-0 • 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報(メモリダンプ)採取のために必要なサイ 

ズです。ページングファイルサイズの初期サイズを「推奨」値未満に設定すると正確なデ 
バッグ情報(メモリダンプ)を採取できない場合があります。 

• 1つのパーティションに設定できるページングファイルサイズは最大で4095 M 巳で 
す。搭載メモリサイズ xl . 5倍のサイズが4095 MB を超える場合は、4095 MB で設 
定してください。 

• 搭載メモリサイズが 2 GB 以上の場合のダンプファイルサイズは、 「2048 MB +12 M 巳」 
以上です。 

• その他アプリケーションなどをインス!-ールする場合は、別途そのアプリケーションが 
必要とするパーティションサイズを追加してください。 

例えば、搭載メモリサイズが 51 2 MB の場合、必要最小限のパーティションサイズは、前述 
の計算方法から 


1000 MB + (512 MB X 1.5) + (512 MB + 12 MB ) = 2292 MB 


となります。 

■ I ： シームレスセッ ト アップでインス トールする場合、必要最小限の パーティション サイズは以 
I k ント| 下のように計算してください。 

• Windows 2000サービスパックを適用しない場合 

「前述の必要最小限のパーティションサイズ」もしくは 「4095 MB 」 のうち、どちらか大き 
い方 

• Windows 2000サービスパックを適用する場合 

「前述の必要最小限のパーティションサイズ+ 850 MB 」 もしくは 「4095 MB 」 のうち、ど 
ちらか大きい方 


ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクへの再インス I ^ールについて 

ダイナミックディスクへアップグレードしたハードディスクの既存のパーティションを残し 
たままでの再インス I -ールはできません。 

既存のパーティションを残したい場合は、 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM に格納されてい 
るオンラインドキュメント 「Microsoft Windows 2000 Server インストレーションサプリ 
メントガイド」を参照して再インストールしてください。 

インストレーシヨンサプリメントガイドにもダイナミックディスクへのインス I — ルに関す 
る注意事項が記載されています。 
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ディスク構成について UMAINTE P 」 と表示されている領域について） 

ディスウ領域に 「 MAINTE _ P 」 と表示された領域が存在する場合があります。構成情報やユー 
テイリテイを保存するための保守用パーテイシヨンです。削除しないでください。 



サービスパックの適用について 

Express 5800シリーズでは、サービスパックを適用することができます。本体に添付されて 
いるサービスパック以降のサービスパックを使用する場合は、下記サイトより詳細情報を確 
かめた上で使用してください。 

[8 番街] http :// nec 8. com / 
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セツトアップの流れ 


シームレスセットアップで行うセットアップの流れを図に示します。 



民る™注意事項、制限事項の記載を読む 


確認 


■ Nom インストール方法を選択する 


フロッピーディスクをセツトする 


確認 


■中止 ■ セットアップパラメータファイルを選択する 


f 新規ファイル 

OS を選択する 


^既存のファイル 


セツトアップパラメータファイルのチェック 


■離弄 


再選択 
■が必要 ■ 
な場合 


正常 


異常設定の確認•修正を行うか選択する 


行う 


行わない 


設定を確認 • 入力をする 


■ 

OK 


■再選択 ■ 



サービスパック CD-ROM をセットする。 
(サービスパックを適用する場合のみ） 


自動インス I ^ール 
1 

自動ログオン 


再起動後、 


インストール終了) 


ディスクアレイのコンフィグレーション※1 
1 

再起動 

I 

保守用ノ《ーティションの作成 
1 

再起動 

1 

各種ユーティリティのインストール 

—動※2 

OS パーティションの作成 

I 

再起動 

I 

OS パーテイションのフォーマツト 
1 

OS 差分モジュールのコピー 

I 

選択したアプリケーションのモジュールのコピー 




J :入力や選択が必要な作業 
1:自動的に作業が進む内容 


※l 

※2 


ディスクミラーリングコントローラが搭載されたシステムで、 「RAID の新規作成」がチェックされている 
場合のみ実行される。 

OS の選択で[その他]を選択したときはここで終了する。 
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セットアップの手順 

次にシームレスセットアップを使ったセットアップの手順を説日月します。 

セットアップパラメータ FD を準備してください。事前に設定したセットアップパラメータ 
FD がない場合でもインス!ルはできますが、その場合でも 1.44 MB の DOS フォーマット済 
みのフロッピーディスクが1枚必要となります。セットアップパラメータ FD は 
EXPRESSBUILDER パッケージの中のブランクディスクを使用するか、お客様でフロッピー 
ディスクを1枚用意してください。 


胃一〇 • システムの構成を変更した場合は EXPRESSBUILDER を使用した「システムのアップ 
amm デート」を行ってください (62 ページ参照)。 

• Windows 2000の起動後にグラフィックスアクセラレータドライバやネットワークア 
ダプタなどのドライバの変更、または追加する場合は、オンラインドキュメントの 
「Microsoft Windows 2000 Server インストレーシヨンサプリメントガイド」を参 
照してください。 


1. 周辺装置、本体の順に電源を〇 N にする。 

響— 

• 0 S をインストールするときに M 0 装置を接続したまま作業を行うと、インストールに失敗 
しることがあります。失敗した場合は、 MO 装置を外してインストールを最初からやり直し 
てください。 

• OS をインストールするハードディスクドライブ以外のハードディスクドライブを接続する 
場合は、 OS をインストールした後から行ってください。 

• 論理ドライブを複数作成している場合は、「論理ドライブが複数存在する場合の再セット 
アップ手順」 （66 ページ）を参照してください。 


2. 本体の CD - ROM ドライプに 「 EXPRESS 巳 UILDERJCD - R 〇 M をセツトする。 

3. CD - R 〇 M をセツトしたら、リセツトする （< Ctrl > + < Alt > + く Delete > キーを押す）か、電源を 
〇 FF /0 N してシステムを再起動する。 

CD - R 〇 M からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 


4. [シームレスセツトアップ]をクリツクす 
る。 

「お願い」が表示されます。 


5. 記載内容をよく読んでがら[確認]をク 
リックする。 

「セットアップパラメータ FD を揷入して 
ください。」というメッセージが表示され 
ます。 



お願い 

シームレスセットアップ終了後、セットアップ情報を/ v ックアップする 
ことをお勧めします。パックアップ情報が無いときは、修理復旧時に 
お客様の装置固有の情報や設定を復旧できなくなります。 

パックアップは、空きフロッピーディスクを1枚準備して、ツールで 
オフライン保守ユーティリティの「システム情報の管理」から「退避」 
を選択してください。 


[確認 I 
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6. 「セットアップパラメータ FD 」 をフロッピーディスクドライブにセットし、[確認]をクリックす 
る 0 

• 「セットアップパラメータ FD 」 をお持ちでない場合でも、 1.44 MB の DOS フォーマ'ソト済み 
フ□ッビーディスク（プランクディスク）をフロッピーディスクドライプにセ'ソトし，[確認] 
をクリックしてください。 

• セツトしたセツトアップパラメータ FD は指示があるまで取り出さないでください。 


[設定済みのセットアップパラメータ FD をセットした場合] 

セツトした「セ'ソトアップパラメータ FD 」 内のセツトアップ情報ファイルが表示されます。 


①インス I ルに使用するセ'ソトアップ情報ファイル 
名を選択する。 


I チェック I 

選択されたセ'ソトアップ情報ファイルに修正でき 
ないような問題がある場合（たとえば 
ExpressPicnic Ver .3 以前で作成される 「 Picnic - 
FD 」 をセットしているときなど）、再度「セットアッ 
プパラメータ FD 」 のセットを要求するメッセージが 
表示されます。セットしたフロッピ _ ディスクを 
確認してください。 



test2.tre 门 

test3.tre 


「暇1 




セットアップ情報ファイルを指定すると、「セットアップ情報ファイルのパラメータの確認、 
修正を行いますか」というメッセージが表示されます。 

②確認する場合は[確認]を、確認せずにそのままインストールを行う場合は、[スキツア]をクリツ 
クする。 


[確認]をクリック — 手順7へ進む 
[スキッア ] をクリツク — 手順8へ進む 


[ブランクディスクをセットした場合] 

①[ファイル名: ( A )] の下にあるボックス部分をクリック 
するが、 < A > キーを押す。 

入カボックスが表示されます。 

© ファイル名を入力する。 

[オペレーティングシステムインス I ルメニュー] 
が表示されます。リストには、この装置がサポート 
している〇 S が表示されます。 



③リストボックスからインストールす 
る [Windows 2000] を選択する。 


Express 5800シリーズ EXPRESSBUILDER Ver3.xxx-x Copyright(C) NEC Corporation 2004 


—to 卜朽ア情報の入力/ 51^ 

挪 ■? ィ诉ィのイ刃トル 
«•- テ伽® ^ 成 
ハ •-? 伽®»■マット 
OSS»t/2-)WD3f- 
OS CD-ROM の挿入 
自 Bto トアッアの開始 


Iオペレーティングシステムインストールメニ ユー 


Windows Server 2003 



その他 

戻る 
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7. 〇 S のインストール中に設定する内容を確 
認する。 

本体にディスクミラーリングコント□— 
ラが搭載されている場合は、[アレイディ 
スクの設定]画面が表示されます。設定内 
容を確認し、必要なら修正を行ってがら 
[次へ]をクリックしてください。 


[7 W テ、、イス知設定] 


7 W 厂ィ妁の設定 
RAID の作成 
接記伽卜，1■数 
>、。ッりを梅成1*るテ'、灘 
>、。ッりを楢成 1* る RAID 
ラ仆トト''の雕 
ラ仆矽 K の撇國 


Win RAID を使用する 


I 再訪込| [次へ I [へ I り 0 


次に、[基本情報]画面が表示されます。 
設定内容を確認し、必要なら修正を行つ 
てから[次へ]をクリックしてください 
(画面中の r 対象マシン」は機種によつて表 
示が異なります。） 

以降、画面に表示される[次へ]、[戻る]、 
[ヘルア]をクリックして設定を確認しなが 
ら画面を進めてください。設定内容は必 
要に応じて修正してください。 


<表示例> 


w-O 

• Oi 




雕マシン 

| Express 5800 /xxx 


0 S の種類 

I Windows 2000 Server 


0 S の輔 

1日猶 


ハ.ラィション® ® 用方法 

1新規に作成する 


ハ.~?ィ湖イス* (全領域 =*> 

1 4095 


ファ伽 m の ntfs への: cr - 卜 

I する 


サ-ビ刀1‘矽の適用 

1する 


イ刃トルハ.ス 

| WINNT 

! 





ISSB &] [次へ | [MW. I 


0 S をインストールするパーティションは、必要最小限以上のサイズで確保してください 
(46 ページ参照)。 

r ノくーティションの使用方法」で「既存ノ（ーティションを使用する」を選択すると、最初のパー 
ティション (保守用パーティションを除く） の情報はフォーマツ 卜され、すべてなくなりま 
す。それ以外のパーティションの情報は保持されます。下図は、保守用パーティションが用 
意されている場合に情報が削除されるパーテイシヨンを示しています。 


第1パーティション 

く 保守用パーティション〉 

第2パーティション 

第3パーティション 

第4パーティション 

保持 

削除 

保持 

保持 


ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクの既存のノ v° —ティションを残し 
たまま再インストールすることはできません (46 ページ参照)。「パーティションの使用方 
法」で「既存パーティションを使用する」を選択しないでください。 

r ノ v° —ティションの使用方法」で「新規に作成する」を選択したとき、「パーティション」の設 
定値は実領域以上または 120 GB 以上の値を指定しないでください。 

「パーティション」に4095 MB 以外を指定した場合は NTFS へのコンバートが必要です。 

「ノ V ° —ティションの使用方法」で「既存ノ\°ーティションを使用する」を選択したとき、流用す 
るパーティション以外(保守領域を除く）にノ《ーティションが存在しなかった場合、そのディ 
スクの最大領域を確保して Windows 2000をインストールします。 

シームレス セットアップでは、オン ポー ドの LAN ポー トを含めて4 ポー トまでしか サボー 
卜していません。4ポートを超える場合は、ネットワークアダプタを外してセットアップを 
行ってください。 

実領域が1 20 G 巳以上になる場合は、パーティションサイズに「全領域」を指定しないでくだ 
さい0 

英語版 OS を使用する場合は、別途販売店または弊社営業担当にお問い合わせください。 
設定内容に不正がある場合は、次の画面には進めません。 

<次ページへ続く> 
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p-OBE 

• 前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直さなければならない 
場合もあります。 

• ここでは日本語の入力はできません。使用者名と会社名を日本語で入力したい場合は、□グ 
オン後に入力画面が表示されます。その時に再入力し、設定してください。ここでは、仮の 
名前を入力してください。 


■一 [12 D 

• [基本情報]画面にある[再読込]をクリックすると、セットアップ情報ファイルの選択画面 
に戻ります。[再読込]は、[基本情報]画面にのみあります。 

• [コンピュータの役割]画面にある[終了]をクリックすると、その後の設定はシームレスセッ 
トアップの既定値を自動的に選択して、インストールを行います。 

設定を完了すると自動的に再起動します。 


8. オプションの大容量記憶装置ドライパの 
モジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライパを 
インストールする場合は、大容量記憶装 
置に添付されているフ□ッピーディスク 
をフロッピーディスクドライプにセット 
し、メッセージに従って操作してくださ 
い0 

9. 追加するアプリケーションをインストー 
ルする。 

シームレス セッ ト アップに対応している 
アプリケーションを追加でインスIル 
する場合は、メッセージが表示されま 
す0 


追加するアプリケーションのインスI'ール 
媒体を CD-ROM またはフ□ッビーディスク 
ドライブに挿入してください。 

I °»<1 | 終了 1 


「大容置1己憶装!！用 OEM-FDJ をフ□ツビーディスク 
ドライブに挿入してください。 

I OK 1 | 終了 1 


10. メッセージに従って 「EXPRESSBUILDERJCD-R 〇 M とセットアップパラメータ FD を CD-ROM ド 
ライプとフロッピーディスクドライプから取り出し、 Windows 2000 CD-ROM を CD-R 〇 M ドラ 
イプにセットする。 

[ソフトウ1ァ使用許諾契約]画面が表示されます。 


11. よく読んでから、同意する場合は、[同意 
します]をクリックするか、<「8>キ_を 
押す。同意しない場合は、[同意しませ 
ん]をクリックするか、 <F3> キーを押 
す。 

p-OiM 

同意しないと、セットアップは終了 
し 、 Windows 2000はインストール 
されません。 
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12. 基本情報で「サービスパ'ソウの適用」を[する]にした場合は、次の操作をする。 

① メッセージに従ってセットアップパラメータ FD をフロッピーディスクドライプから取り出 
し ， Windows 200〇 CD - ROM を CD - ROM ドライプから取り出す。 

② メッセージに従って Windows 2000サービスパック1以降の CD - ROM を CD - ROM ドライプ 
にセットする。 

Windows 2000と指定したアプリケーションは自動的にインス I ルされ、システムにログオン 
します。 

13. PROSetl をインス!ルする。 

PROSetl は、ネットワークドライパに含まれるネットワーク機能確認ユーティリティです。 
PROSetl を使用することにより、以下のことが行えます。 

-アダプタ詳細情報の確認 

-ループパックテスト，バケット送信テストなどの診断 
— Teaming の設定 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、サーバに耐障害性に優れた環境を 
提供し、サーパースイッチ間のスループットを向上させることができます。このような機能を利 
用する場合に PROSet I が必要になります。 

PROSetl をインス I 'ールする場合は、以下の手順に従ってください。 

① 「 EXPRESS 巳 UILDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライプにセットする。 

② スタートメニューの[プロヴラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプローラ]をク 
リックする。 

© r < CD - R 0 M のドライプレター >:¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ PC 62 C¥HD 1 
¥ WINDOWS ¥ PROSet 2¥ IA 32」 ディレクトリ内の 「 PROSET . MSU アイコンをダプルクリ 'ソ 
クする。 

[ Intel ( R ) PROSet I InstallShield Wizard ] が起動します。 

④ [ Next ] をクリックする。 

⑤ [I accept the terms in the license agreement ] を選択し、 [ Next ] をクリックする。 

⑥ [ Typical ] を選択し [ Next ] をクリックする。 

© [ Install ] をクリックする。 

「デジタル署名が見つかりません」というメ、ソセージが表示された場合は、[はい]を選択し 
て、インス!ルを続けてください。 

[InstallShield Wizard Complated ] ウィンドウが表示されます 0 
⑧ [ Finish ] をクリックする。 

(9) システムを再起動する。 
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14. ネットワークドライパの詳細設定をする。 

標準装備の2つのネットワークアダプタは、自動的にインストールされますが、それぞれ転送速 
度と Duplex モードの設定が必要です。 

① スタートメニューから[設定]をポイントし[コントロールパネル]をクリックする。 

② [コントロールパネル]ウィンドウで、 [ lntel ( R ) PROSetI ] アイコンをダブルクリックする。 
[ lntel ( R ) PROSetI ] ダイアログボックスが表示されます。 

③ リスト中の rlntel ( R ) PRO / 100 M Network Connection 」 にマウスカーソルを合わせる 0 

④ [ Advanced ] タブをクリックし 、 [Link Speed & Duplex ] の項で HUB の設定値と同じ値に設 
定する。 

⑤ 続けて、リスト中の rlntel ( R ) PRO/IOO M Network Connection #。 にマウスカーソルを合 
わせる。 

⑥ [ Advanced ] タブをクリックし 、 [Link Speed & Duplex ] の項で HUB の設定値と同じ値に設 
定する。 

⑦ [ lntel ( R ) PRQSetI ] ダイアログボックスの[〇 K ] をクリックする。 


また、必要に応じてプロトコルやサービスの追加/削除をしてください。[ネットワークとダイヤ 
ルアップ接続]から□—カルエリア接続のプロパティダイアログボックスを表示させて行います。 

•:一 

サービスの追加で [ネッ トワークモニタ] を 追加する ことを お勧めし ます。[ネッ トワークモニ 
夕]は、 [ネッ トワークモニタ] を インストールしたコンピュータが送受信するフレーム（また 
はパケット） を 監視する ことができます。ネッ トワーク障害の解析な どに 有効なツー ルです。 イ 
ンストールの手順は、この後の「障害処理のための セッ ト アップ」を 参照して ください。 

15. 標準で装備されているグラフィックスアクセラレータ用ドライパをアップデートする。 

オプションのグラフィックスアクセラレータポードを使用する場合は、そのボードに添付されて 
いる説日月書に従ってドライパをインストールして<ださい。 

① 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM を CD - ROM ドラィプにセットする。 

(2) スタートメニューの[プログラム]、[アクセサリ]の順にポイントし' [エクスプローラ]をク 
リックする。 

③ 「< CD - R 0 M のドライプレター >:¥ WINNT ¥ VIDE 0¥ W 2 K 」 ディレクトリ内の 「 SETUP . EXE 」 ア 
イコンをダプルクリックする。 

© メッセージに従ってインストール作業を進める。 

「デジタル署名が見つかりません」というメ'ソセージが表示された場合は、[はい]を選択し 
て、インストールを続けてください。 

⑤ CD - ROMrEXPRESSBUILDER 」 を CD - ROM ドライプから取り出し、画面の指示に従ってシ 
ステムを再起動する。 

16. オプションのデバイスでドライバをインス I ルしていないものがある場合は、オプションに添 
付の説 B 月書を参照してドライパをインス I 'ールする。 

17. 55ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

18. 61ページを参照してシステム情報のパックアップをとる。 


以上でシームレスセツトアップを使ったセツトアップは完了です。 
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オプションのネットワークポードのドライバ 

オプションのネットワークポード ( N 8104 -80/86/1 11/84/103/1 13) を使用する場合は、 
EXPRESSBUILDER のドライパとポード添付のドライパのパージョンを確認してください。 

< CD - ROM のド'ライプレタ ー>:¥ W _ T ¥ W 2 K ¥ PC 62 C ¥ Fm ¥ WINDOWS¥DRIVERS 

¥ IA 32¥ e 1000 nt 5 .sys 

< CD - ROM のド'ライプレタ ー>:¥ W _ T ¥ W 2 K ¥ PC 62 C ¥ Fm ¥ WINDOWS¥DRIVERS 

¥ IA 32¥ e 100 bnt 5 .sys 

ポードに添付のドライパが古い場合は、インストレーションサプリメントガイドのネット 
ワークドライパの再インストール手順を参考にし 、 EXPRESSBUILDER CD - ROM に格納さ 
れているドライパをインストールしてください。 

N8 104-80/86/1 11/84/103/113のドライバ 

< CD - R 0 M のドライフレター x ¥ WI _ T ¥ W 2 K ¥ PC 62 C ¥ FD 1 


アダプタフオルトトレランス （ AFT )/ アダプテイブ□ー ド 
バランシング ( ALB ) のセットアップ 

アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでグループを作り、使用されてい 
るアダプタに障害が発生した場合、自動的にグループ内の他のアダプタに処理を移行させる 
ものです。 

また、アダプティブロードパランシング ( ALB ) とは、複数のアダプタでグループを作り、本 
体から送信バケットをグループすべてのアダプタから行うことにより、スプールパケットを 
向上させるものです。この機能は AFT 機能を含んでいます。 

AFT/ALB 機能を使用する場合は以下の手順に従ってセットアップしてください。 

H -〇 參 AFT / ALB のセットアップは、ドライバインストール後、必ず再起動した後に行う必要 
があります。 

• Adapter Fault Tolerance ( AFT ) のグループとして指定するアダプタは、同ーハブ、 
異なる八ブのどちらの接続でも使用可能ですが、異なる HUB に接続する場合は、すべ 
て同一 LAN (同ーセグメント)上に存在する必要がありますので、カスケード接続にし 
て < ださい。 

• Adaptive Load Balancing ( ALB ) を使用する場合は、スイッチング•ハブにのみ接 
続できます。 

1. [コントロールパネル]ダイアログボックスで、 [ Intel ( R ) PROSetl ] アイコンをダプルクリ'ソク 
する。 

[ Intel ( R ) PROSetI ] ダイアログポックスが表示されます。 

2. リスト中の rlntel ( R ) PRO / 100 M Network Connection 」 にマウスポインタを合わせ，右クリッ 
クする。 

メニューが表示されます。 
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3. [Add to Team >] を選択し 、 [Create New Team ...] をクリックする。 

[Tearning Wizard ] ダイアログボックスが表示されます。 

4. rAdapter Fault Tolerance 」 または 「Adaptive Load Balancing 」 を選択して[次へ]をクリックす 
る 0 

5. [次へ]をクリックする。 

6. チームにするアダプタをチェックして[次へ]をクリックする。 

7. [完了]をクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSetI ] ダイアログボックスに戻ります。 

8. [〇 K ] をクリックする。 

9. システムを再起動する。 
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障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のような 
セットアップをしておいてください。 

メモリダンプ(デバッグ情報)の設定 

本体内のメモリダンプ(デバッグ情報）を探取するための設定です。 

1-0 メモリダンプの注意 

^ • メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員が行います。お客様はメモリダンプの 

設定のみを行ってください。 

參ここで示す設定後、障害が発生し、メモリダンプを保存するために再起動すると、起動 
時に仮想メモリが不足していることを示すメッセージが表示される場合がありますが、 
そのまま起動してください。起動し直すと、メモリダンプを正しく保存できない場合が 
あります。 

次の手順に従って設定します。 


1. スタートメニューの[設定]をポイントし、[コント□—ルパネル]をクリックする。 
[コント□—ルパネル]ダイアログボックスが表示されます。 


2. [システム]アイコンをダブルクリックする。 

[システムのプ□パティ]ダイアログボックスが表示されます。 


3. [詳細]タブをクリックする。 

4. [起動/回復]をクリックする。 


全般1ネットワ-ウ ID 丨ハ-ドウ1ア|ユ'•ザ-プ q 
やォ-マンス—— 

ォ-マンスオプションは、コンピユ-⑽処マ 
シヨン® メモリの使い方を苷理します 。ノ 


ル詳細 | ノ 

埋す S ァブリト 


& こぬ MSim 、 




現塊変数は、特定の種類の惜報の検索先を指定します。 

現境変数迄〉... I 


勇 j 


離温織1111と败_亭施 5 -腿生 


起劫/| 


OK I キャンセル J 適用(が 


導入編 


57 


























5. テキストボックスにデパッグ情報を書き 
込む場所を入力し、[〇 K ] をクリックす 
る 0 

< D ドライプに 「 MEMORY . DMP 」 という 
ファイル名で書き込む場合> 

D :¥ MEMORY.DMP 



p-O 

• デ 


デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨します。ただし、搭 
載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、[完全メモリダンプ]を指定することはできません 
(メニューに表示されません)。その場合は、[力ーネルメモリダンプ]を指定してください。 


• 本装置に搭載しているメモリサイズ +12 MB 以上(メモリサイズが 2 GB を超える場合は、 
2048 MB + 1 2 MB 以上)の空き容量のあるドライブを指定してください。 


• メモリを増設した場合は、採取されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズが変わります。 
デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ドライブの空き容量を確認してください。 


6. [パフォーマンスオプション]をクリツク 
する。 



7. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリツ 
クする。 
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8. [選択したドライプのページングファイル 
サイズ]ボックスの[初期サイズ]を[推奨] 
値以上に変更し、[設定]をクリックす 
る。 

w-OB^ 


• 必ず os パーティションに上記のサ 
イズで作成してください。ページ 
ングフアイルの[初期サイズ]を「推 
奨」値未満に設定すると正確なデ 
バッグ情報（メモリダンプ）を採取 
できない場合があります。 


• 「推奨」値については、「作成する 
パーティシヨンサイズについて (46 
ページ)」を参照してください。 

• 障害発生時に備えて、事前に DUMP スイッチを押し、正常にダンプが採取できることの確 
認を行うことをお勧めします。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルの再設定を行ってくだ 
さい0 


9. [〇 K ] をクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。メッセージに 
従って再起動してください。 


阪想メモリ 
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ワトソン博士の設定 

Windows 2000ワトソン博士はアプリケーションエラー用のデバッガです 。アプリケーショ 
ンエラーを検出するとシステムを診断し、診断情報（ログ)を記録します。診断情報を採取で 
きるよう次の手順に従って設定してください。 

1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 


実行したいアカケーション名、または閉きたいフォルグやドキュメント 
^_J 名、インネットリリ-ス名を A 力してく S U 

名前 gp dr^",'t'：.ri32.exe| J ▼ 

OK キ I 射 S®).- I 


3. [ログファイルパス]ボックスに診断情報 
の保存先を指定する。 

「 DRWTSN 32. LOG 」 というファイル名で 
保存されます。 

IチェックI 

ネットワークパスは指定できません。 

□—カルコンピュータ上のパスを指定 
して< ださい。 

4. [クラ、ソシュダンプ]ボックスにクラ、ソ 
シュダンプファイルの保存先を指定す 
る0 

圆 

「クラッシュダンプファイル」は 
Windows Debugger で読むことができ 
るバイナリファイルです。 

5. [オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオンにする。 

□ ダンプシンボルテーブル 
□ すべてのスレッドコンテキストをダンプ 
□ 既存のログファイルに追加 
□ クラッシュダンプファイルの作成 

それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 

6. [〇 K ] をクリックする。 



2. [名前]ボックスに「 drwtsn 32. exe 」 と入力 
し、[〇 K ] をクリックする。 

[Windows 200〇ワトソン博士]ダイアロ 
グボックスが表示されます。 
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ネットワークモニタのインス I -ール 

ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てること 
ができます。ネットワークモニタを使用するためには、インストール後、システムの再起動 
を行う必要がありますので、障害が発生する前にインス I ルしておくことをお勧めしま 
す。 

1. スタートメニューから[設定]をポイントし、[コントロールパネル]をクリックする。 
[コントロールパネル]ダイアログボックスが表示されます。 

2. [アプリケーションの追加と削除]アイコンをダプルクリックする。 

[アプリケーションの追加と削除]ダイアログポックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックする。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイアログポ'ソクスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]チェックボックスをオンにして[次へ]をクリックする。 

5. ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場合は 、 Windows 2000 CD - ROM を CD-ROM 
ドライプにセットして [ OK ] をクリックする。 

6. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□ヴボ、ソクスの[完了]をクリックする。 

7. [アプリケーションの追})□と削除]ダイアログボックスの[閉じる]をクリックする。 

8. [コントロールパネル]ダイアログボックスを閉じる。 

ネットワーウ モニタは、 スター トメ ニューから [プ□グラム]—[管埋 ツール] をポイントし、 
[ネットワーク モニタ] をクリックすることにより、起動することができます。 
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管理ユーティリティのインス I -ール 

添付の 「 EXPRESS 巳 UILDERJCD - ROM には、監視用の 「 ESMPRO / ServerAgent 」 および管 
理用の 「 ESMPRO / ServerManager 」 などが収録されています。 ESMPRO/ServerAgent 
は、シームレスセットアップで自動的にインストールすることができます。 

[スタート]メニューの[プログラム]やコントロールパネルにインス I ルしたユーティリ 
ティのフォルダがあることを確認してください。シームレスセットアップの設定でインス 
トールしなかった場合は、第3編の「ソフトウエア編」を参照して個別にインストールしてく 
ださい。 

■|i ユーティリティには、ネットワーク上の管理 PC にインストールするものもあります。詳し 

ftvT ] くは第3編の「ソフトウエア編」を参照してください。 


システムのアップデート-サービスパックの適用- 

システムのアップデートは、次のような場合に行います。 

• システム構成を変更した場合(本体内蔵オプションの構成を変更した場合など） 

• システムを修復した場合 

參パックアップ媒体からシステムをリストアした場合 

(サービスパック関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、再 
度 RUR のフ□ッピーデイスウを使用して Express 5800用差分モジュールを適用してくだ 
さい。このときサービスパックを再適用する必要はありません。） 

管理者権限のあるアカウン h (Administrator 
など）で、システムに□ヴインした後、 

「 EXPRESSBUILDERJCD-ROM を本体の 
CD - ROM ドライブにセットしてください。 

表示された画面「マスターコントロールメ 
ニュー」の[ソフトウエアのセットアップ]を 
左クリックし、メニューから[システムの 
アップデート]をクリックすると起動しま 
す。以降は画面に表示されるメッセージに 
従って処理を進め、サービスパックを適用し 
てください。 
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システム情報のノ（ックアップ 

システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をパックアップすることをお勧めします。 

システム情報のパッウアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リ 
ストア）できなくなります。次の手順に従ってパッウアップをとってください。 

1. 3.5 インチフロッピーディスクを用意する。 

2. 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM を本体の CD - ROM ドライプにセットして、再起動する。 
EXPRESSBUILDER から起動して 「 EXPRESSBUILDER トップメニュ ー 」が表示されます。 

3. [ツール]—[オフライン保守ユーティリティ]を選ぶ。 

4. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

以降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 


導入編 


63 



応用セツトアツ 


システムの環境やインストールしようとするオペレーティングシステムによっては、特殊な 
手順でセツトアップしなければならない場合があります。 


シームレスセットアップ未対応の大容量記憶装置コント 
□ーラを利用する場合 

最新のディスクミラーリンヴコント□ーラなど、本装置に添付の EXPRESSBUILDER に対応 
していない大容量記憶装置コントローラが接続されたシステムにおいて、 0 S の再インストー 
ルなどをする場合は、次の手順でセットアップしてください。 

■ I ： • ビルド•トウ.才ーダーにより、 0 S 組み込み出荷された状態からセットアップを開始 

I ヒン pi する場合には、本操作を行う必要はありません。 

• シームレスセットアップに対応しているボードの一覧については、次のホームページから 
参照できます（「サポート•システ厶支援」から「 ExpressPicnicJ をクリックしてくださし、）。 

http :// www . ace . comp . nec . co . jp / 


1. セットアップしようとする大容量記憶装置コント□ーラの説明書を準備する。 

本書の内容と大容量記憶装置コント□ーラの説明書との内容が異なる場合は、大容量記憶装置 
コント□—ラの説明書を優先してください。 

2. ディスクミラーリングコント□—ラの場合は、コント□—ラの説明書に従って RAID の設定を行 

う。 

RAID 設定の不要な大容量記憶装置コント□ーラの場合は、手順3へ進んでください。 

3. EXPRESSBUILDER CD-R 〇 M がらシステムを起動させる。 

4. シームレスセットアップを実行し、次のような内容に設定されていることを確認する。 

• アレイディスクの設定画面が表示された場合は、[既存の RAID を使う]をチェックする 

圆 

コン ト ローラに よっては、設定画面が現れないことがあります。 

• [大容量記憶装置用〇 EM-FD の適用をする]をチェックする 

■—圆 

このオプションをチェックすることで、フロッピーディスクで提供されているドライバを読 
み込ませて、シームレスセットアップを進めることができます。 

5. シームレスセットアップの途中で[大容量 
記憶装置用ドライパ]をコピーする。 

大容量記憶装置コント□ーラに添付され 
ているフ□ッピーディスクをフロッピー 
ディスクドライプにセットし、以降は画 
面のメッセージに従って操作してくださ 
い0 


「大容置記憶装置用 0EM-FDJ をフロッピーディスク 
ドライブに揮入してください。 


fPK | 「終了 | 
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マニュアルセットアップ 

オペレーティングシステムのインス!ルは、シームレスセットアップを使用することをお 
勧めしていますが、特殊なインストールに対応する場合、マニュアルセットアップが必要に 
なることがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows 2000をインストールする方法については、 
EXPRESS 巳 UILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Microsoft Windows 2000 
Server インストレーションサプリメントガイド」を参照してください。また、あらかじめ 
EXPRESSBUILDER から、各 OS 用の「サポートディスク」を作成しておいてください。 

II ^ オプションポードを接続する場合は、オプションポードに添付の説玥書も併せて参照して< 

I | チェック | 7こさし''〇 

-サポートディスクとは？- 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順「マニュアルセットアッ 
プ」では 、 「Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 と呼ばれるサポートディ 
スクが必要です。 

「Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESS 巳 UILDER 」 には 、 Windows 2000のインス 
トールで必要となる本体標準装備のネットワークやディスプレイ用のドライパなどが含ま 
れています。マニュアルセットアップを始める前に 「Windows 2000 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER 」 を用意してください。 

1. 3.5 インチフロッピーディスクを1枚用意する。 

2. 周辺装置，本体の順に電源を ON にする。 

3. 本体の CD - ROM 卜*ラィプに添付の 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM をセットする。 

4. CD - ROM をセットしたら、リセットする （< Ctrl >+< Alt >+< Delete > キーを押す)か、電源を OFF / 
〇|\]して本体を再起動する。 

CD - ROM からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 

5. [ツールメニュー]から[サポートディスクの作成]を選択する。 

6. [サボートディスク作成メニュ ー] から [Windows 200〇 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER ] 
を選択する。 

7. 画面の指示に従ってフロッピーディスクをセットする。 

「Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 が作成されます。 

作成した 「Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 はライトプロテクトをし、ラ 
ペルを貼って大切に保管してください。 

Windows(Windows 95以降 、 Windows NT 
4.0 以降)が動作するコンピュータをお持ちの場 
合は、 Windows 上で EXPRESSBUILDER CD - 
ROM をセットすると起動する「マスターコント 
□—ルメニュー」から Windows 2000 OEM - 
DISK for EXPRESS 巳 UILDER を作成すること 
もできます。 
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論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順 

ここでは論理ドライプが複数存在する場合の再セツトアップ手順とドライブ文字の修正手順 
について説玥します。 


再セットアップをはじめる前に 

万一の場合に備えて再セツトアップを開始する前に、必ずデータのバックアップを行ってく 
ださい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセツトアップを 
開始する。 


2. 次のメッセージが表示されたら、〇 S をセットアップしたいパージョンを選択する。 

次の一覧には、このコンピュータ上の既存のパーティションと未使用の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧からパーティションを選択してください。 



システムボリューム、またはブートポリュームのドライブ文字はセットアップ完了後は修正で 
きません。この画面で正しいドライブ文字が割り当てられていることを確認してからセットアッ 
プを続行してください。 

3. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセットアップを 
続行する。 

4. セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合があります。ドライプ文字 
の修正が必要な場合は r ドライプ文字の修正手順」に従ってドライプ文字を変更する。 


ドライブ文字の修正手順 

以下の手順では、システムボリューム、またはプートボリュームのドライブ文字は変更でき 
ませんので、ご注意ください。 

1. [スタート]メニューの[マイコンピュータ]を右クリックして[管理]を選択し、[コンピュータの管 
理]を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中から、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライプ文字を変更したいボリュームを選択して右クリックを行い、[ドライブ文字とパスの変更] 
を選択する。 

4. [変更]を選択する。 

5. [次のドライプ文字を割り当てる]を選択し、割り当てたいドライプ文字を選択する。 
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6. [〇 K ] を選択する。 

7. 以下の確認メッセージが表示されたら、[はい]を選択する。 

ボリュームのドライプ文字を変更すると、プ□グラムが動作しないことが 
あります。このドライプ文字を変更しますか？ 

8. [コンピュータの管理]を終了する。 
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